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    ジェーンとミシェルは幼なじみだ。ジェーンは金髪で、ミシェルは茶髪だ。ジェーンの母親はメルという名前で、ミシェルの母親はヴィクトリアという。ヴィクトリアとメルは長い間友人だ。ジェーンはミシェルの親友である。 

    子供らしく、彼らは石蹴りをしたり、お茶会をしたり、かくれんぼをするのが好きだ。彼らの母親はよく公園に連れて行ってくれる。メルはチョコレートパンケーキやアップルパイを作るのが大好きだ。ジェーンとミシェルはアニメを見るのも大好きだ。彼らは一緒に「バービー」と「ライオンキング」を見るのが大好きだ。 

    11歳頃から、二人はスポーツがとても好きになる。彼らはサイクリングに行ったりバスケットボールをするのが大好きだ。彼らは秘密を共有するのが大好きだ。宿題も一緒にする。ミシェルの好きな教科はフランス語で、ジェーンの好きな教科は科学だ。 

    学校では、ジェーンは数学の成績が悪く、個別指導を受けている。ジェーンとミシェルは遊ぶよりも勉強に時間を費やしている。ミシェルはジェーンの勉強を手伝っている。メルとヴィクトリアは娘たちを誇りに思っている。その感謝の気持ちを込めて、休日には家族で一緒に出かける。 

    小学校から中学校までは、ジェーンとミシェルはとても仲のよい友達だった。 

    しかし、高校生になると二人の間に距離が開いた。二人は成長し、同じものに興味を持たなくなってしまう。ミシェルは本に興味があり、勉強にとても集中している。ジェーンはファッションや高校での人気、男の子に興味がある。時が経つにつれ、二人は単なる知り合いになっていく。 

    ジェーンは友達が多く、新しい親友ができる、リリーだ。ジェーンの彼氏の名前はルーカスという。 

    ミシェルにも新しい親友ができる。彼女の名前はアニーといい、アニーもミシェルと同じように本の虫だ。 

    土曜日の午後、メルとヴィクトリアは娘たちを誘って一緒に映画を見に行く。映画は良かったが、ジェーンとミシェルはほとんど喋らない。ヴィクトリアは悲しむ。ジェーンとミシェルはもう友達ではない。 

      

    家でヴィクトリアはミシェルに話しかける。 

    -　ジェーンと喧嘩したの？ 

    -　してないよ、どうして？ 

    -　ミシェルともう話さないから。 

    -　ううん、でも話してるよ。 

    -　もう友達じゃないよね。 

    -　もう同じ趣味がないから。 

    -　彼女を家に呼びなさい。 

    -　いい、大丈夫。 

    -　どうして？ 

    -　ママ、ミシェルにはミシェルの友達がいるし、私には私の友達がいるの。だからもう友達じゃなくてもかまわないの。 

    -　わかったわ。 

    ある日の午後、ミシェルは公園を歩いていました。彼女は椅子の上で泣いているジェーンを見かけます。 

    -　こんにちはジェーン、どうしたの？どうして泣いてるの？ 

    -　こんにちは。ルーカスとルーカスの家族が別の街に引っ越して、別れたの。 

    -　それはつらいね。 

    -　ありがとう。 

    -　お友達はどうしたの？ 

    -　わかんない。いないみたい。 

    ジェーンはミシェルに微笑んで尋ねます。 

    -　それで、ミシェルはどう？ 

    -　元気だよ、ありがとう。一人でここにいないで。一緒に飲もうよ。 

    -　大丈夫だよ。邪魔したくないし。 

    -　邪魔じゃないよ。おいでよ。 

    -　分かったわ。　ありがとう、ミシェル。本当に優しいね。 

    二人の女の子はレストランに行きます。二人はジュースとチョコレートクレープを注文する。ジェーンはミシェルに悩みを打ち明ける。リリーはジェーンの本当の友達ではない。リリーは自分が良ければそれでいい人間だ、と。 

    夕方には、ジェーンは気分が良くなる。彼女は母親に一日のことを話す。 

      

    ルーカスが去って、ジェーンは彼との関係を忘れてしまう。ジェーンとミシェルは一緒に過ごすようになる。メルとヴィクトリアは幸せだ。 

    ある日、ヴィクトリアは体調を崩してしまう。ジェーンはミシェルがビクトリアの世話をするのを手伝う。アニーがヴィクトリアを訪ねる。ミシェルは友達のアニーをジェーンに紹介する。ジェーンはアニーとの出会いを喜ぶ。ミシェルはアニーに食事をしていかないかと誘う。アニーは喜んで誘いを受け入れる。ジェーンとミシェルは食事の準備をする。お昼に三人で食事をする。食事は美味しかった。 

    3日後、ヴィクトリアの体調が治る。ジェーンはミシェルとアニーを買い物に誘う。アニーはその誘いを断った。宿題を終わらせなければならなかったようだ。ミシェルは快く誘いを受け入れる。ジェーンとミシェルは新しいドレス、靴、ズボンを買う。二人はアニーのために美しいネックレスを買った。ミシェルは母のためにコートを買う。ジェーンは母親のためにジャケットを買った。 

      

    学年末に、ジェーンは試験に落ちてしまう。彼女はまず授業を受け直す。ジェーンは後悔する。ジェーンはミシェルに一緒にいてほしいと頼む。ミシェルはジェーンに、自分はまだ友達だと告げる。ジェーンはもう勉強をおろそかにしないことを決意する。 

    ジェーンとミッシェルは、もう切り離せない関係になっていた。ミシェルはジェーンの勉強がうまくいくよう助ける。ジェーンは幸せだ。ミシェルとジェーンは以前と同じように仲の良い友人に戻ったのだった。 
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    Jane et Michelle se connaissent depuis leur enfance. Jane est blonde et Michelle est brune. La mère de Jane s’appelle Mel. La mère de Michelle s’appelle Victoria. Victoria et Mel sont aussi amies depuis longtemps. Jane est la meilleure amie de Michelle.  

    Enfants, elles aiment jouer à la marelle, jouer à la dînette et à cache-cache. Leurs mères les emmènent souvent au parc. Mel adore leur préparer des crêpes au chocolat ou une tarte aux pommes. Jane et Michelle aiment aussi regarder des dessins animés. Elles adorent regarder « Barbie » et « Le roi lion » ensemble. 

    A partir de de onze ans, elles aiment beaucoup le sport. Elles adorent faire du vélo et jouer au basketball. Elles adorent se raconter des secrets. Elles font leurs devoirs ensemble. La matière préférée de Michelle est le français. La matière préférée de Jane est la science.  

    A l’école, Jane a de mauvaises notes en mathématiques. Elle suit des cours particuliers. Jane et Michelle passent plus de temps à étudier qu’à s’amuser. Michelle aide Jane à étudier. Mel et Victoria sont fières de leurs filles. Pour les remercier, elles partent en vacances ensemble avec leurs familles. 

    En classe de primaire jusqu’au collège, Jane et Michelle sont comme les deux doigts de la main.  

    Mais au lycée, les deux jeunes filles sont moins proches. Elles grandissent et ne s’intéressent plus aux mêmes choses. Michelle s’intéresse aux livres et est très concentrée sur ses études. Jane s’intéresse à la mode, la popularité au lycée et les garçons. Au fil du temps, elles deviennent de simples connaissances. 

    Jane a beaucoup d’amis et a une nouvelle meilleure amie : Lilly. Le petit ami de Jane s’appelle Lucas. 

    Michelle a aussi une nouvelle amie proche. Elle s’appelle Annie. Annie est aussi férue de lecture comme Michelle. 

    Un samedi après-midi, Mel et Victoria invitent leurs filles à aller ensemble au cinéma. Le film est bon mais Jane et Michelle se parlent à peine. Victoria est triste. Jane et Michelle ne sont plus amies 

    A la maison, Victoria parle à Michelle : 

    -          Toi et Jane, vous vous êtes disputées ? 

    -          Non, pourquoi ? 

    -          Vous ne vous parlez plus. 

    -          Mais non, nous nous parlons. 

    -          Mais vous n’êtes plus amies. 

    -          Nous n’avons pas les mêmes centres d’intérêt. 

    -          Invite-la à la maison. 

    -          Non, merci. 

    -          Mais pourquoi ? 

    -          Maman, elle a ses amis maintenant. Et moi aussi, j’ai ma copine. Ce n’est pas grave si nous ne sommes plus amies. 

    -          Ok, je comprends. 

    Un après-midi, Michelle se promène dans le parc. Elle voit Jane pleurer sur une chaise. 

    -          Bonjour Jane, qu’est-ce qui se passe ? Pourquoi pleures-tu ? 

    -          Bonjour Michelle. Lucas et sa famille déménagent dans une autre ville. Nous nous séparons. 

    -          Je suis désolée pour toi. 

    -          Merci. 

    -          Où sont tes amis ? 

    -          Je ne sais pas. Ils ne sont pas là. 

    Jane sourit à Michelle et lui demande: 

    -          Et toi, comment vas-tu ? 

    -          Je vais bien, merci. Ne reste pas seule ici. Viens prendre un verre avec moi. 

    -          Non, merci. Je ne veux pas te déranger. 

    -          Tu ne me déranges pas. Je t’invite. 

    -          Ok, d’accord. Merci Michelle. Tu es vraiment gentille. 

    Les deux jeunes filles vont au restaurant. Elles commandent du jus et des crêpes au chocolat. Jane raconte ses problèmes à Michelle. Lilly n’est pas vraiment l’amie de Jane. Lilly est une profiteuse.  

    Le soir, Jane se sent mieux. Elle raconte sa journée à sa mère.  

    Lucas part. Jane oublie sa relation avec lui. Jane et Michelle commencent à passer du temps ensemble. Mel et Victoria sont contentes. 

    Un jour, Victoria tombe malade. Jane aide Michelle à prendre soin de Victoria. Annie rend visite à Victoria. Michelle présente son amie Annie à Jane. Jane est ravie de la rencontrer. Michelle invite Annie à manger à la maison. Annie accepte avec plaisir. Jane et Michelle préparent le repas. Les trois jeunes filles mangent ensemble à midi. Le repas est délicieux. 

    Trois jours plus tard, Victoria est guérie. Jane invite Michelle et Annie à faire du shopping. Annie décline l’invitation. Elle a des devoirs à finir. Michelle accepte l’invitation avec plaisir. Jane et Michelle achètent de nouvelles robes, de nouvelles chaussures et des pantalons. Elles achètent un beau collier pour Annie. Michelle achète un manteau pour sa mère. Jane achète un blouson pour sa mère. 

    Vers la fin de l’année scolaire, Jane échoue ses examens. Elle redouble sa classe de première. Jane regrette. Elle demande à Michelle de rester amie avec elle. Michelle dit à Jane qu’elle est toujours son amie. Jane décide de ne plus négliger ses études.  

    Jane et Michelle deviennent presque inséparables. Michelle aide Jane à réussir dans ses études. Jane est contente. Michelle et Jane redeviennent des amies proches comme avant. 
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    リーは大家族の出身である。彼女には3人の兄弟がいる。彼女の父親の名前はジョージといい、彼女の母親の名前はリディーという。ジョージとリディーは見合い結婚だった。 

    結婚して1年後に第一子が誕生する。長女の名前はマリア。リチャードは第二子。彼は曽祖父と同じ名前を持つ。レアは両親の第三子。ジーナはレアの妹。ジーナは家族の末っ子。母親によく似ている。 

    リーアには父方に7人のいとこがおり、女の子が4人、男の子が3人。そして、母方にも7人のいとこがおり、5人の女の子と2人の男の子だった。レアと兄弟姉妹は、母方の家族と仲が良い。レアとジーナはよくジョセリン叔母さん（リディーの妹）を訪ねます。母方の祖母はとても優しい。父方の祖母は厳しい。二人のおじいちゃんはどちらも既に死んでいる。 

    ルークはリーの家族の友人だ。そして彼は隣人でもある。ルークはシングルファーザーだ。彼の娘の名前はキャサリン。キャサリンは一人っ子だ。そして、彼女は母親のいない子供であった。レアとキャサリンはとても仲が良い。レアはキャサリンにとってほとんど姉のような存在だった。 

    ジョージの家族の何人かは外国に住んでいる。ジョージの兄はフランスに住んでおり、彼の妻はフランス人だ。彼らからは混血の子供が生まれた。ジョージは毎年、家族全員が集まる大きなパーティーを開く。ジョージは兄弟や姉妹はもちろん、甥っ子や姪っ子にも会うことができて大喜びだった。 

    結婚して10年が経ち、ジョージとリディーは頻繁に口論するようになる。二人は夫婦間の問題を抱えていた。リディーはルークに惹かれている。ジョージには愛人がいる。彼女の名前はジゼル。30歳だ。ジョージとリディーはもうお互いを愛していない。彼らの結婚は失敗だった。離婚することとなった。子供たちは動揺している。しかし、これが最善の決断なのだ。 

    ジョージは家を出る。彼はジゼルの家へ引っ越した。ジーナは泣いている。リディーはお父さんとはもう一緒に暮らせないことを説明する。しかし、彼はまだジーナと彼女の兄弟を愛していると。リーアは妹を慰めた。リチャードは彼女を抱きかかえて連れて行く。ジョージは元妻と仲良くしていた。リディーはルークと恋愛を始める。 

    半年後、ジョージは再婚する。彼はリディー、ルーク、子供たちを彼の結婚式に招待した。しかし、リディーは来たがらない。ジーナとルークはリディーの家に泊まり、マリア、リチャード、レアは結婚式に出席した。 

    リディーとルークは子供たちと同居生活を送る。レアはキャサリンとの生活を喜んだ。さらに、リーアはルークを愛している。彼は彼女にとって第二の父親のような存在だ。ルークとキャサリンの古い家は賃貸に出している。 

    新しい入居者は引退した老夫婦だった。クリストフとクリスティーヌ・ウィルソン。彼らは夫婦だけで住んでいた。彼らの子供や孫たちは皆、長年海外で暮らしている。クリストフとクリスティーヌを歓迎するために、マリアは二人のために美味しいケーキを用意する。クリスティーヌは彼女に温かく感謝する。マリアは、夫と一緒にケーキを味わおうとマリアと他の子供たちを誘う。マリアはリチャード、リア、ジーナ、キャサリンを呼んでウィルソン家でケーキを食べる。マリアは新しい隣人に彼らを紹介する。 

    ジゼルが妊娠する。9ヶ月後、ジゼルは第一子を出産する。名前はライオネル。1年半後、ライオネルの妹が生まれる。彼女の名前はプリスカ。彼女は母親と同じ金髪だった。 

    時は流れる。子供たちは成長した。年上の子は若い大人になり、年下の子はティーンエイジャーになる。リアは異父兄妹と仲良くなる。ジーナと一緒にピザを食べようと誘う。リアとジーナは二人のことをよく知るようになる。やがて二人の間に友情が生まれる。 

    一方、リチャードとキャサリンの間には感情が生まれる。彼らは恋に落ちる。しかし、彼らはルークとリディーの反応を恐れている。レア以外の人間には自分たちの関係を隠した。しかし、遅かれ早かれ、ルークとリディアは二人が仲の良い恋人同士であることを発見する。両親は彼らの関係を認める。 

    一年後、リチャードはキャサリンに結婚を申し込む。キャサリンはリチャードの腕に飛び込み、受け入れた。リチャードとキャサリンは彼らの婚約をまとめた。リーアは幸せだった。彼女の親友が義理の妹になるのだ。リアは彼女の兄がキャサリンのために婚約指輪を選ぶのに役立ちます。婚約パーティーの最中、ジョージは義理の妹をダンスに誘う。12ヶ月後、彼の孫が誕生する。名前はピーター。ピーターは母キャサリンの目をしている。 

    しばらくして、マリアが結婚する番になった。彼女の夫は背が高くて金持ちのハンサムな男だ。彼の名前はジョン・ジャクソン。残念ながら、この夫婦には子供はできなかった。ジョンの母親はこの状況に動揺しています。彼女の一人息子には跡継ぎが必要なのだ。マリアは義理の両親からのプレッシャーにさらされている。彼女はジョンと別れるべきかどうか悩んでいる。ジョンはそんなことは考えないようにと伝える。彼女は妻であり、ジョンは彼女を愛している。二人の問題は二人で解決しなければならない。その問題を解決するために、ジョンとマリアは息子を養子に迎える。そして3年後、奇跡が起こる。マリアは妊娠するのだ。彼女はルシアという可愛い女の子を出産する。 
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      	  大家族 

 
      	  Une famille nombreuse 

 
     

      
      	  兄弟 

 
      	  Frère et sœurs 

 
     

      
      	  見合い結婚 

 
      	  Un mariage arrangé  

 
     

      
      	  誕生する 

 
      	  Naître     

 
     

      
      	  結婚 

 
      	  Epousailles 

 
     

      
      	  長女 

 
      	  Aînée 

 
     

      
      	  曽祖父 

 
      	  Arrière-grand-père  

 
     

      
      	  妹 

 
      	  Sœur cadette 

 
     

      
      	  末っ子 

 
      	  Benjamin/benjamine  

 
     

      
      	  母親によく似ている 

 
      	  Elle ressemble beaucoup à sa mère  

 
     

      
      	  いとこ 

 
      	  Cousin(s) germain(s) 

 
     

      
      	  母方の家族 

 
      	  La famille du côté de leur mère 

 
     

      
      	  叔母 

 
      	  Tante 

 
     

      
      	  妹 

 
      	  La petite sœur  

 
     

      
      	  優しい 

 
      	  Gentil/gentille 

 
     

      
      	  死んでいる 

 
      	  Mort(s)  

 
     

      
      	  隣人 

 
      	  Un voisin 

 
     

      
      	  シングルファーザー 

 
      	  Père célibataire 

 
     

      
      	  一人っ子 

 
      	  Fille unique 

 
     

      
      	  母親のいない子供 

 
      	  Orphelin de mère/orpheline de mère 

 
     

      
      	  ほとんど 

 
      	  Presque 

 
     

      
      	  外国 

 
      	  A l’étranger 

 
     

      
      	  混血 

 
      	  Métis 

 
     

      
      	  甥 

 
      	  Neveu(x) 

 
     

      
      	  結婚の問題 

 
      	  Problèmes conjugaux 

 
     

      
      	  惹かれている 

 
      	  Attiré par/attirée par 

 
     

      
      	  愛人 

 
      	  Maîtresse  

 
     

      
      	  ジョージとライディはもうお互いを愛していない 

 
      	  George et Lydie ne s’aiment plus     

 
     

      
      	  動揺 

 
      	  Bouleversé(s)     

 
     

      
      	  泣く 

 
      	  Pleurer 

 
     

      
      	  慰める 

 
      	  Réconforter 

 
     

      
      	  リチャードは彼女を抱きかかえて連れて行く 

 
      	  Richard la prend dans ses bras  

 
     

      
      	  元妻 

 
      	  Ex-femme 

 
     

      
      	  ライディはルークと恋愛を始める 

 
      	  Lydie commence une relation amoureuse avec Luc  

 
     

      
      	  同居 

 
      	  Concubinage  

 
     

      
      	  賃貸 

 
      	  En location  

 
     

      
      	  入居者 

 
      	  Locataire(s)  

 
     

      
      	  引退した 

 
      	  Retraité(s)  

 
     

      
      	  孫たち 

 
      	  Petits-enfants 

 
     

      
      	  ケーキ 

 
      	  Gâteau  

 
     

      
      	  温かく 

 
      	  Chaleureusement  

 
     

      
      	  夫 

 
      	  Déguster  

 
     

      
      	  味わう 

 
      	  Mari  

 
     

      
      	  ジゼルが妊娠する 

 
      	  Gisèle tombe enceinte  

 
     

      
      	  ジゼルは第一子を出産する 

 
      	  Elle met au monde son premier enfant 

 
     

      
      	  １年半 

 
      	  Un an et demi 

 
     

      
      	  時は流れる 

 
      	  Le temps passe 

 
     

      
      	  異父兄弟 

 
      	  Demi-frère 

 
     

      
      	  一方 

 
      	  Entre-temps 

 
     

      
      	  感情 

 
      	  Sentiments  

 
     

      
      	  恋に落ちる 

 
      	  Ils tombent amoureux  

 
     

      
      	  恐れている 

 
      	  Ils ont peur 

 
     

      
      	  以外 

 
      	  Sauf 

 
     

      
      	  発見する 

 
      	  Découvrir 

 
     

      
      	  仲の良い恋人 

 
      	  Tourtereaux 

 
     

      
      	  リチャードはキャサリンに結婚を申し込む 

 
      	  Richard demande Catherine en mariage 

 
     

      
      	  飛び込む 

 
      	  Sauter 

 
     

      
      	  婚約 

 
      	  Fiançailles 

 
     

      
      	  婚約指輪 

 
      	  Bague de fiançailles 

 
     

      
      	  義理の娘 

 
      	  Belle-fille  

 
     

      
      	  義理の妹 

 
      	  Belle-sœur 

 
     

      
      	  孫 

 
      	  Petit-fils  

 
     

      
      	  ハンサム 

 
      	  Bel homme 

 
     

      
      	  うんざりさせる 

 
      	  Contrarié/contrariée  

 
     

      
      	  跡継ぎ 

 
      	  Héritier  

 
     

      
      	  マリアはプレッシャーにさらされている 

 
      	  Maria subit beaucoup de pression  

 
     

      
      	  義理の 

 
      	  Belle-famille  

 
     

      
      	  悩む 

 
      	  Se demander  

 
     

      
      	  彼らの問題に対処する 

 
      	  Faire face à leur problème  

 
     

    
   

    




 

    [bookmark: _Toc521350546][bookmark: _Toc521351838][bookmark: _Toc46646258]Histoire 2 : Une famille nombreuse 

      

    Léa vient d’une famille nombreuse. Elle a trois frère et sœurs. Son père s’appelle George. Sa mère s’appelle Lydie. Le mariage de George et Lydie est un mariage arrangé. 

    Leur premier enfant naît un an après leurs épousailles.  Leur aînée s’appelle Maria.  Richard est le second enfant. Il a le même prénom que son arrière-grand-père, le père de son papa. Léa est la troisième enfant de ses parents. Gina est la sœur cadette de Léa. Gina est la benjamine de la famille. Elle ressemble beaucoup à sa mère. 

    Léa a quatre cousines germaines et trois cousins germains du côté de son père. Et elle a cinq cousines germaines et deux cousins germains du côté de sa mère. Léa et ses frère et sœurs sont proches de la famille du côté de leur mère. Léa et Gina rendent souvent visitent à leur tante Jocelyne : la petite sœur de Lydie.  Leur grand-mère maternelle est très gentille. Leur grand-mère paternelle est sévère. Leurs deux grands-pères sont tous déjà morts. 

    Luc est un ami de la famille. Et il est aussi un voisin. Luc est père célibataire. Sa fille s’appelle Catherine. Catherine est fille unique. Et elle est orpheline de mère. Léa et Catherine sont très proches. Léa est presque comme une sœur pour Catherine. 

    Quelques membres de la famille de George habitent à l’étranger. Le grand frère de George vit en France. Sa femme est française. Deux enfants métis sont nés de leur union. Tous les ans, George organise une grande fête où toute la famille se réunit. George est content de voir ses frères et sœurs, ainsi que ses neveux et ses nièces. 

    Après dix ans de mariage, George et Lydie commencent à se disputer fréquemment. Ils ont des problèmes conjugaux. Lydie est attirée par Luc. George a une maîtresse. Elle s’appelle Gisèle. Elle a trente ans. George et Lydie ne s’aiment plus. Leur mariage est une erreur. Ils divorcent. Leurs enfants sont bouleversés. Mais c’est la meilleure décision à prendre. 

    George quitte la maison. Il déménage chez Gisèle. Gina pleure. Lydie lui explique que son père n’habite plus avec eux. Mais qu’il aime toujours Gina et ses frère et sœurs. Léa réconforte sa petite sœur. Richard la prend dans ses bras.  George reste en bons termes avec son ex-femme. Lydie commence une relation amoureuse avec Luc. 

    Six mois plus tard, George se remarie. Il invite Lydie, Luc et les enfants à son mariage. Mais Lydie n’en a pas envie. Gina et Luc restent à la maison avec Lydie. Maria, Richard et Léa assistent au mariage.  

    Lydie et Luc vivent en concubinage avec leurs enfants. Léa est ravie de vivre avec Catherine. De plus, Léa adore Luc. Il est comme un second père pour elle. L’ancienne maison de Luc et de Catherine est en location. 

    Les nouveaux locataires sont un vieux couple de retraités : Christophe et Christine Wilson. Ils sont seuls. Leurs enfants et leurs petits-enfants vivent tous à l’étranger depuis des années. Pour souhaiter la bienvenue à Christophe et à Christine, Maria leur prépare un bon gâteau. Christine la remercie chaleureusement. Elle invite Maria et tous les autres enfants à déguster le gâteau avec son mari. Maria appelle Richard, Léa, Gina et Catherine pour manger du gâteau chez les Wilson. Maria les présente aux nouveaux voisins. 

    Gisèle tombe enceinte. Neuf mois plus tard, elle met au monde son premier enfant. Il s’appelle Lionel. La petite sœur de Lionel naît après un an et demi. Son nom est Prisca. Elle est blonde comme sa mère. 

    Le temps passe. Les enfants grandissent. Les aînés deviennent des jeunes adultes et les cadets deviennent des adolescents. Léa s’entend assez bien avec son demi-frère et sa demi-sœur. Avec Gina, elle les invite à manger des pizzas ensemble. Léa et Gina apprennent à mieux les connaître. Bientôt, une amitié naît entre eux. 

    Entre-temps, des sentiments naissent entre Richard et Catherine. Ils tombent amoureux. Mais ils ont peur de la réaction de Luc et de Lydie. Ils cachent donc leur relation à tout le monde, sauf à Léa. Mais tôt ou tard, Luc et Lydia découvrent la relation des deux tourtereaux. Leurs parents approuvent leur relation. 

    Un an plus tard, Richard demande Catherine en mariage. Catherine saute dans les bras de Richard et accepte. Richard et Catherine organisent leurs fiançailles. Léa est heureuse. Sa meilleure amie devient sa belle-sœur. Léa aide son frère à choisir une bague de fiançailles pour Catherine. Pendant la fête des fiançailles, George invite sa belle-fille à danser. Son petit-fils naît douze mois plus tard. Il se nomme Peter. Peter a les yeux de sa mère Catherine. 

    Après quelques temps, c’est au tour de Maria de se marier. Son mari est un grand et riche bel homme. Il s’appelle John Jackson. Malheureusement, le couple ne peut pas avoir d’enfant. La mère de John est contrariée par la situation. Son fils unique doit avoir un héritier. Maria subit beaucoup de pression de sa belle-famille. Elle se demande si elle doit se séparer de John. John lui dit de ne jamais penser à cela. Elle est sa femme et il l’aime. Ils doivent faire face à leur problème ensemble. Pour résoudre leur problème, John et Maria adoptent un fils. Et trois ans plus tard, un miracle se produit. Maria finit par tomber enceinte. Elle donne naissance à une jolie petite fille : Lucia. 
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    歌うことはクリスチャンの一番の楽しみだ。母親の名前はジャンヌ。父親の名前はアラン。2歳から4歳のとき、クリスチャンは童謡を聞くことが大好きになる。鼻歌を歌うのが好きなのだ。5歳で本が読めるようになった。カラオケをするのが好きだ。 

    9歳になると、子供のための歌のコンテストに参加する。クリスチャンは多くの才能を持っている。審査員は感銘を受ける。クリスチャンはコンテストのファイナリストに選ばれる。コンテストの優勝者は12歳の少年だった。クリスチャンは準優勝だった。彼はゲーム機、自転車、お金、海外での休暇を手に入れる。また、ディズニーランドのチケットも獲得する。 

    アランとジャンヌは自分の子供をとても誇りに思っている。二人は彼を祝い、彼にキスをする。 

    アランとジャンヌはクリスチャンの10歳の誕生日に大きなパーティーを開く。家族全員とクラスメートを招待する。4時に、クリスチャンは願い事をする。そして、誕生日ケーキのロウソクを吹く。みんなが拍手する。ゲストはクリスチャンにプレゼントを贈る。 

    6時にパーティーが終わる。みんな家に帰る。クリスチャンの両親がお礼を言う。クリスチャンはプレゼントを開ける。クリスチャンは新しい靴、新しい服、新しいおもちゃをもらう。父と母はローラースケートをプレゼントする。 

    夕食はジャンヌが彼女の好きな料理を作る。8時になると、二人は食事をする。マカロニチーズを食べる。 

    クリスチャンはクローゼットの中に古いギターを見つける。クリスチャンは独学でギターを弾く。母親が彼に気づき、新しいギターを買ってあげる。母親は息子のために音楽学校を探す。クリスチャンはギターのレッスンを始める。 

    11歳のクリスチャンは、学校のパーティーで歌う。それに気づいた声楽の先生が、両親とクリスチャンに挨拶をする。そして自己紹介をする。彼は25年間歌の先生をしている。クリスチャンは美しい声を持っている。シリルは彼に歌を教えてあげたいと言う。ジャンヌとアランはその提案を受け入れる。いい機会だから、と。クリスチャンはシリルのもう一人の生徒と出会う。彼女の名前はアン。アンはピアノを弾く。クリスチャンとアンは同い年。彼らは友達になる。 

    12歳の時、クリスチャンは6年生になる。中学では成績が悪くなる。クリスチャンは音楽と歌に集中しすぎている。父親は彼に勉強に集中するように言う。クリスチャンは音楽をやめる。彼は学校の成績が良くなる。 

    16歳の時に、クリスチャンは高校に入学する。彼は趣味や勉強のために時間を管理する方法を学ぶ。彼は音楽と歌を続ける。高校では、クリスチャンは他の若者たちと出会う。彼らもまた音楽を作る。ケンはギターを弾く。そしてニックはドラムを叩く。クリスチャンはニックとケンと仲良くなる。ニックはクリスチャンとケンを一緒に音楽をやろうと誘う。彼は自宅にスタジオを持っている。彼はドラムとアコースティックギターとシンセサイザーを持っている。クリスチャンはアンを誘って一緒に演奏する。 

    土曜日の朝、クリスチャンとケンとアンはニックの家に行く。ニックは新しい友達を両親に紹介する。ニックの父親は元ドラマー。母親は元合聖歌隊員。姉はバイオリンを弾いている。ニックは芸術家の家系の出身だ。 

    4人の若者がスタジオに入る。全員が自分の楽器を演奏する。彼らは有名な曲を演奏する。クリスチャンとアンが同時に歌う。ニックのお母さんがみんなにジュースを差し入れる。4人の若者たちは、互いに切っても切れない関係になっていく。音楽への愛が彼らを結びつける。 

    数ヶ月後、シリルはパーティーを盛り上げるために彼らを呼ぶ。クリスチャン、アン、ニック、ケンは興奮している。しかし、彼らにはあがり症だ。アンは赤面。ケンは汗だく。ニックは胃が痛い。クリスチャンの手は震える。彼と友人たちは初めてステージで演奏する。両親も家族も揃っている。 

      

    最後にすべてがうまくいく。音響システムは非の打ちどころがない。歌手はとても歌がうまく、歌のリストはよく選ばれている。出席者全員が満足している。グループは人々から祝福を受けている。シリルは彼らのパフォーマンスに満足している。彼は彼らに給料を支払う。 

    夜になる。クリスチャンはオオカミのようにお腹をすかせている。アランはこの最初の成功を祝おうとする。アランは4人の音楽家をレストランに招待する。シリルも招待する。 

    時は流れる。クリスチャンたちは高校を卒業する。アンは国を離れる。彼女は海外で勉強を続ける。彼女の勉強は数年続く。クリスチャンはとても悲しんでいる。彼の心は傷ついている。 

    クリスチャンは夜中に目を覚ます。彼は友人の旅立ちに心を動かされる。彼は紙とペンを取る。彼は歌の歌詞を書く。そして、クリスチャンはギターを手にする。彼はその曲のメロディーを作曲する。憂鬱な曲だ。最初の詩は、ありえない愛を語る。第二節は別れを告げる。コーラスは歌い手の気持ちを綴る。 

    次の日、クリスチャンはギターを弾きながら歌う。ケン、ニック、シリル、ジャンヌ、アランは彼の歌に耳を傾ける。クリスチャンの両親はこの歌に感動する。とても心に響く曲だ。そして、美しい愛の宣言だ。ケンとニックはこの曲が大好きだ。 

    3人の少年たちは音楽のプロとしてのキャリアを始めた。彼らは新しいピアニストを雇った。彼女の名前はジューン。ジューンはシリルの姪だ。クリスチャン、ニック、ケン、ジューンはバンドを結成する。彼らはそれを　「Ong'Stu」と呼ぶ。そして、クリスチャンの曲を録音する。曲のタイトルは「For　you」。1ヶ月後、彼らは最初のシングルをリリースする。数日後、その曲はヒット曲となる。クリスチャンはその曲をアンに捧げる。アンは感動する。アンはクリスチャンに感謝する。 

    シリルはバンド「Ong'Stu」のために3曲作曲する。クリスチャンとジューンも他の曲を作曲する。アランとシリルは彼らを助ける。 

    半年後、クリスチャン、ジューン、ニック、ケンは最初のアルバムをリリースする。6週間後、初のコンサートを行う。客席はファンで埋め尽くされる。ファンは曲を覚えている。ショーは1時間半続く。 

    クリスチャンはアンを想う。彼の夢が叶う。 
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      	  歌うこと 

 
      	  Chant 

 
     

      
      	  楽しみ、趣味 

 
      	  Passe-temps 

 
     

      
      	  聞く 

 
      	  Ecouter 

 
     

      
      	  童謡 

 
      	  Comptine(s)  

 
     

      
      	  鼻歌を歌う 

 
      	  Fredonner  

 
     

      
      	  読む 

 
      	  Lire 

 
     

      
      	  カラオケで歌う 

 
      	  Faire du karaoké 

 
     

      
      	  歌のコンテスト 

 
      	  Un concours de chant 

 
     

      
      	  の間で 

 
      	  Parmi 

 
     

      
      	  コンテストの優勝者 

 
      	  Le gagnant du concours 

 
     

      
      	  クリスチャンは準優勝だった 

 
      	  Christian remporte le deuxième prix 

 
     

      
      	  彼は音楽のレッスンを受ける 

 
      	  [bookmark: RANGE_D151]Il suit des cours de musique  

 
     

      
      	  ゲーム機 

 
      	  Une console de jeu 

 
     

      
      	  おかね 

 
      	  Argent 

 
     

      
      	  海外での休暇 

 
      	  Vacances à l’étranger 

 
     

      
      	  祝う 

 
      	  Féliciter 

 
     

      
      	  キスをする 

 
      	  Embrasser 

 
     

      
      	  パーティー 

 
      	  Fête 

 
     

      
      	  クラスメート 

 
      	  [bookmark: RANGE_D158]Camarade(s) de classe  

 
     

      
      	  願い事をする（クリスチャンは願い事をする） 

 
      	  Faire un vœu (Christian fait un vœu) 

 
     

      
      	  ロウソクを吹く（彼はロウソクを吹く） 

 
      	  [bookmark: RANGE_D160]Souffler les bougies (il souffle les bougies)  

 
     

      
      	  みんな 

 
      	  Tout le monde 

 
     

      
      	  プレゼント 

 
      	  Cadeau(x) 

 
     

      
      	  プレゼントを開ける 

 
      	  Déballer ses cadeaux 

 
     

      
      	  もらう 

 
      	  Obtenir 

 
     

      
      	  服 

 
      	  [bookmark: RANGE_D165]Vêtements  

 
     

      
      	  おもちゃ 

 
      	  Jouets 

 
     

      
      	  ローラースケート 

 
      	  [bookmark: RANGE_D167]Patins à roulettes  

 
     

      
      	  好きな料理 

 
      	  Plat préféré  

 
     

      
      	  チーズ 

 
      	  Fromage 

 
     

      
      	  クローゼット 

 
      	   Le débarras  

 
     

      
      	  クリスチャンは独学でギターを弾く 

 
      	  Christian apprend tout seul à jouer de la guitare  

 
     

      
      	  気づく（彼の母親は彼に気づく） 

 
      	  Remarquer (sa mère le remarque) 

 
     

      
      	  探す（彼女は…を探す） 

 
      	  Chercher (elle cherche…)  

 
     

      
      	  息子 

 
      	  Fils 

 
     

      
      	  ギターのレッスン 

 
      	  Cours de guitare 

 
     

      
      	  声楽の先生 

 
      	  Professeur de chant 

 
     

      
      	  クリスチャンとアンは同い年 

 
      	  Christian et Anna ont le même âge 

 
     

      
      	  彼らは友達になる 

 
      	  Ils se lient d’amitié 

 
     

      
      	  挨拶をする（彼はクリスチャンに挨拶をする） 

 
      	  Saluer (Il salue Christian) 

 
     

      
      	  やめる（クリスチャンは音楽をやめる） 

 
      	  Délaisser (Christian délaisse la musique) 

 
     

      
      	  時間を管理する 

 
      	  Gérer son temps 

 
     

      
      	  趣味 

 
      	  Loisirs  

 
     

      
      	  …と仲良くなる（クリスチャンはニックとケンと仲良くなる） 

 
      	  Sympathiser avec…  (Christian sympathise avec Nick et Ken) 

 
     

      
      	  持つ（彼は持っている） 

 
      	  Posséder (il possède)  

 
     

      
      	  ドラム 

 
      	  Batterie  

 
     

      
      	  ドラマー 

 
      	  Batteur 

 
     

      
      	  姉 

 
      	  Grande sœur 

 
     

      
      	  聖歌隊員、バック・ボーカル 

 
      	  Choriste 

 
     

      
      	  バイオリン 

 
      	  Violon 

 
     

      
      	  よく知られている曲、有名な曲 

 
      	  Chansons connues  

 
     

      
      	  同時に 

 
      	  En même temps 

 
     

      
      	  ジュース 

 
      	  Jus 

 
     

      
      	  あがり症 

 
      	  [bookmark: RANGE_D193]Ils ont le trac     

 
     

      
      	  赤面（アンは赤面） 

 
      	  Rougir (Anna rougit) 

 
     

      
      	  汗だく 

 
      	  En sueur 

 
     

      
      	  胃 

 
      	  [bookmark: RANGE_D196]Estomac 

 
     

      
      	  手 

 
      	  Main(s) 

 
     

      
      	  震える（クリスチャンのては震える） 

 
      	  Trembler (les mains de Christian tremblent) 

 
     

      
      	  ステージで 

 
      	  Jouer sur scène 

 
     

      
      	  音響システム 

 
      	  Sonorisation 

 
     

      
      	  歌手 

 
      	  Chanteur(s) 

 
     

      
      	  パフォーマンス 

 
      	  Prestation 

 
     

      
      	  支払う 

 
      	  [bookmark: RANGE_D203]Rémunération 

 
     

      
      	  夜になる 

 
      	  [bookmark: RANGE_D204]La nuit tombe  

 
     

      
      	  クリスチャンはオオカミのようにお腹を空かせている 

 
      	  Christian a une faim de loup 

 
     

      
      	  祝う 

 
      	  [bookmark: RANGE_D206]Fêter 

 
     

      
      	  成功 

 
      	  Réussite 

 
     

      
      	  彼/彼女の勉強は数年続く 

 
      	  [bookmark: RANGE_D208]Ses études durent plusieurs années  

 
     

      
      	  とても悲しんでいる 

 
      	  [bookmark: RANGE_D209]Très triste  

 
     

      
      	  全てがうまくいく 

 
      	  Tout se passe bien 

 
     

      
      	  彼の心は傷ついている 

 
      	  [bookmark: RANGE_D211]Il a le cœur brisé  

 
     

      
      	  クリスチャン　は夜中に目を覚ます 

 
      	  [bookmark: RANGE_D212]Christian se réveille au beau milieu de la nuit  

 
     

      
      	  ペン 

 
      	  Stylo 

 
     

      
      	  歌詞 

 
      	  [bookmark: RANGE_D214]Paroles  

 
     

      
      	  詩 

 
      	  Couplet 

 
     

      
      	  伝える 

 
      	  Raconter 

 
     

      
      	  コーラス 

 
      	  Refrain 

 
     

      
      	  綴る（コーラスは…を綴る） 

 
      	  Décrire (le refrain décrit…) 

 
     

      
      	  次の日 

 
      	  Le lendemain 

 
     

      
      	  クリスチャンの両親は感動する 

 
      	  [bookmark: RANGE_D220]Les parents de Christian sont émus par la chanson  

 
     

      
      	  心に響く 

 
      	  [bookmark: RANGE_D221]Poignante  

 
     

      
      	  曲を録音する 

 
      	  Ils enregistrent la chanson 

 
     

      
      	  曲のタイトル 

 
      	  [bookmark: RANGE_D223]Titre de la chanson  

 
     

      
      	  最初のシングルをリリースする 

 
      	  Ils sortent leur premier single 

 
     

      
      	  ヒットソング 

 
      	  Chanson à succès 

 
     

      
      	  埋め尽くす（客席はファンで埋め尽くされる） 

 
      	  Remplir (Les fans remplissent la salle de spectacle) 

 
     

      
      	  覚えている 

 
      	  [bookmark: RANGE_D227]Par cœur  

 
     

      
      	  彼の夢が叶う 

 
      	  [bookmark: RANGE_D228]Son rêve se réalise  

 
     

    
   

      

    




 

    [bookmark: _Toc521350548][bookmark: _Toc521351839][bookmark: _Toc46646261]Histoire 3 : Une passion pour la musique 

      

    Le chant est le passe-temps préféré de Christian. Sa mère s’appelle Jeanne. Son père s’appelle Alain. Entre deux et quatre ans, Christian adore écouter des comptines. Il aime les fredonner. A cinq ans, Christian sait lire. Il aime faire du karaoké. 

    A neuf ans, il participe à un concours de chant pour les enfants. Christian a beaucoup de talents. Les membres du jury sont impressionnés. Christian est parmi les finalistes de la compétition. Le gagnant du concours est un jeune garçon de douze ans. Christian remporte le deuxième prix. Il obtient une console de jeu, une bicyclette, de l’argent et des vacances à l’étranger. Il gagne aussi un ticket pour Disneyland. 

    Alain et Jeanne sont très fiers de leur enfant. Ils le félicitent et l’embrassent. 

    Alain et Jeanne organisent une grande fête pour le dixième anniversaire de Christian. On invite toute la famille et quelques camarades de classe. A seize heures, Christian fait un vœu. Puis il souffle les bougies sur le gâteau d’anniversaire. Tout le monde applaudit. Les invités offrent des cadeaux à Christian. 

    A dix-huit heures, la fête se termine. Les gens rentrent chez eux. Les parents de Christian les remercient. Christian déballe ses cadeaux. Christian obtient de nouvelles chaussures, de nouveaux vêtements et de nouveaux jouets. Ses parents lui offrent des patins à roulettes. 

    Pour le dîner, Jeanne lui prépare son plat préféré. A vingt heures, ils dînent. Ils mangent du macaroni au fromage. 

    Christian voit une vieille guitare dans le débarras. Il apprend tout seul à jouer de la guitare. Sa mère le remarque. Elle lui achète une nouvelle guitare. Elle cherche une école de musique pour son fils. Christian commence des cours de guitare. 

    A onze ans, Christian chante pendant une fête de son école. Un professeur de chant le remarque. Il salue Christian et ses parents. Puis il se présente. Il est professeur de chant depuis vingt-cinq années. Christian a une belle voix. Cyril souhaite l’apprendre à chanter. Jeanne et Alain acceptent la proposition. C’est une belle opportunité. Christian rencontre une autre élève de Cyril. Elle s’appelle Anna. Anna joue du piano. Christian et Anna ont le même âge. Ils se lient d’amitié. 

    A douze ans, Christian entre en classe de sixième. Au collège, il obtient de mauvaises notes. Christian est trop concentré sur la musique et la chanson. Son père lui demande de se concentrer sur les études. Christian délaisse la musique. Il obtient de meilleures notes à l’école. 

    A seize ans, Christian entre au lycée. Il apprend à gérer son temps pour les loisirs et les études. Il continue la musique et le chant. Au lycée, Christian rencontre d’autres jeunes. Ils font aussi de la musique. Ken joue de la guitare.  Et Nick joue de la batterie. Christian sympathise avec Nick et Ken. Nick invite Christian et Ken à jouer de la musique ensemble. Il a un studio chez lui. Il possède une batterie, une guitare acoustique et un synthétiseur. Christian invite Anna à jouer avec eux.  

    Le samedi matin, Christian, Ken et Anna vont chez Nick. Nick présente ses nouveaux amis à ses parents. Le père de Nick est un ancien batteur. Sa mère est une ancienne choriste. Sa grande sœur joue du violon. Nick vient d’une famille d’artistes.  

    Les quatre jeunes gens entrent dans le studio. Chacun joue son instrument de musique. Ils jouent des chansons connues. Christian et Anna chantent en même temps. La mère de Nick offre des jus à tout le monde. Les quatre jeunes gens deviennent inséparables. L’amour de la musique les unit. 

    Quelques mois plus tard, Cyril les appelle pour animer une fête. Christian, Anna, Nick et Ken sont excités. Mais ils ont le trac. Anna rougit. Ken est en sueur. Nick a mal à l’estomac. Les mains de Christian tremblent. Lui et ses amis jouent sur scène pour la première fois. Leurs parents et leur famille sont tous présents. 

    Finalement, tout se passe bien. La sonorisation est impeccable. Les chanteurs chantent bien. La liste des chansons est bien choisie. Toutes les personnes présentes sont satisfaites. Le groupe reçoit les félicitations du public. Cyril est content de leur prestation. Il leur donne leur rémunération. 

    La nuit tombe. Christian a une faim de loup. Alain veut fêter cette première réussite. Il invite les quatre musiciens au restaurant. Il invite aussi Cyril. 

    Le temps passe. Christian et ses amis finissent le lycée. Anna quitte le pays. Elle continue ses études à l’étranger. Ses études durent plusieurs années. Christian est très triste. Il a le cœur brisé.  

    Christian se réveille au beau milieu de la nuit. Il est inspiré par le départ de son amie. Il prend un papier et un stylo. Il écrit les paroles d’une chanson. Puis Christian prend sa guitare. Il compose la mélodie de la chanson. C’est une chanson mélancolique. Le premier couplet raconte un amour impossible. Le deuxième couplet raconte la séparation. Le refrain décrit les sentiments du chanteur. 

    Le lendemain, Christian chante sa chanson avec sa guitare. Ken, Nick, Cyril, Jeanne et Alain l’écoutent. Les parents de Christian sont émus par la chanson. C’est une chanson très poignante. Et c’est une belle déclaration d’amour. Ken et Nick adorent la chanson. 

    Les trois jeunes garçons commencent leur carrière professionnelle dans la musique. Ils recrutent une nouvelle pianiste. Elle s’appelle June. June est la nièce de Cyril. Christian, Nick, Ken et June créent leur groupe de musique. Ils le nomment « Ong’Stu ». Puis ils enregistrent la chanson de Christian. Le titre de la chanson est « Pour toi ». Un mois plus tard, ils sortent leur premier single. En quelques jours, la chanson devient une chanson à succès. Christian dédie la chanson à Anna. Anna est émue. Elle remercie Christian. 

    Cyril compose trois chansons pour le groupe Ong’Stu. Christian et June composent aussi d’autres chansons. Alain et Cyril les aident.  

    Après six mois, Christian, June, Nick et Ken sortent leur premier album de chansons. Six semaines plus tard, ils font leur premier concert. Les fans remplissent la salle de spectacle. Les fans connaissent les chansons par cœur. Le spectacle dure une heure et demie. 

    Christian pense à Anna. Son rêve se réalise. 

    




 

    [bookmark: _Toc34148373][bookmark: _Toc46398575][bookmark: _Toc46398624][bookmark: _Toc46477315][bookmark: _Toc46499588][bookmark: _Toc46500034][bookmark: _Toc46542899][bookmark: _Toc46646262]物語　4:　普通の家族の生活 

      

      

    アリーンは13歳。学生だ。彼女は書くことが大好きだ。彼女の母親は彼女に日記をあげる。彼女はこの日記に自分の考えを書く。彼女はそれを引き出しの中に保管する。 

      

    月曜日から金曜日まで、アリーンは毎朝6時半に起きる。シャワーを浴びる。　水曜日は髪を洗う。耳をきれいにする。歯を磨く。爪を切る。6時45分にバスルームを出る。タオルで体を乾かす。服を着て靴を履く。髪をとかす。　通学かばんを持つ。そして部屋を出る。  

     7時にダイニングルームに行く。父親と一緒に朝食をとる。7時15分に家を出る。バス停に行く。バスに乗りる。7時45分に学校に着く。 

      

    7時50分にベルが鳴る。生徒たちは教室に向かう。全員がそれぞれの場所に座る。授業が始まる。9時45分に休憩する。10時に授業が続く。午前中に、正午に授業が終わる。 

      

    アリーンはカフェテリアに行く。彼女は2人の女友達と昼食をとる。昼食後、彼女は学校の図書館に行く。彼女は場所を取る。本を読んだり、書いたり、宿題をする。時々、彼女は眠る。 

      

    午後の授業は13時30分から。5時に終わる。アリーネはバスで帰ります。18時に家に着く。カバンを部屋に置く。下に降りておやつを食べる。母親が来るまで休憩。 

      

    8時頃に家族で食事をする。そして、アリーンは靴を脱ぎ、服を脱いで洗濯をする。汚い洗濯物を洗濯かごに入れる。パジャマを着る。そして、授業の勉強と宿題をする。日記にその日のことを書く。21時頃、彼女はベッドに入る。読書をして眠りにつく。 

      

     土曜日、アリーンは9時半頃に目を覚ます。アリーヌは勉強熱心な学生である。土曜日の朝、彼女は前日に終わっていない宿題を終わらせる。その後、授業の予習や復習をする。 

      

    土曜日の午後、アリーヌはバレエのレッスンについていく。母親は彼女を送る。そして4時に迎える。 

      

    日曜日、アリーンは家族といくつかのアクティビティをする。家にいたり、外出したりする。 

      

    アリーネの姉はレスリー。彼女は25歳。彼女は大学を出たばかりだ。レスリーは無職だ。彼女は両親と一緒に暮らしている。彼女は友達と過ごすのが大好きだ。彼女は友達と噂をするのが好きだ。化粧も大好きだ。 

      

    毎朝、レスリーは10時に起きる。彼女は身支度をして家を出る。ドアに鍵をかける。家のガレージに行く。バイクのヘルメットをかぶる。バイクを走らせて家を出る。 

      

    レスリーは臨時の仕事をしている。小さなレストランでウェイトレスをしている。彼女はアルバイトをしている。10時20分にレストランに到着。コーヒーを飲み、パンとバターを食べる。それからウェイトレスの服を着る。彼女は働き始める。 

    クエンティンはこのレストランの常連客で彼はレスリーに言い寄っている。毎日、クエンティンはレスリーに気前よくチップを渡している。若い女性は不安を抱えている。 

      

    1時になると彼女は15分の休憩を取る。彼女は軽食を取り、サービスを続ける。レスリーはあまり食べない。彼女は太ることを恐れている。彼女は皮と骨だけだ。 

      

    6時、レスリーは仕事を終えた。6時半、彼女はバーで友人たちと再会しました。 

      

    金曜の夜、レスリーと友人たちはナイトクラブに出かけた。レスリーが戻ってくるのは午前1時。時には友人が彼女の家で寝泊まりすることもある。土曜日の朝、レスリーは疲れ果てている。彼女は朝遅くまで寝ている。レスリーは正午頃に目が覚める。彼女は昼食をとっている。午後になると、彼女は友達と中編小説を見たり、映画を見に行ったりする。 

      

    レスリーとアリーンの母親の名前はステフィ。ステフィは小学校の先生だ。ステフィは子供が大好きで、仕事も大好きだ。毎晩、次の日の授業の準備をする。試験が終わると、夜更かしをすることもある。生徒の試験問題の採点をする。ステフィは生徒の名前をすべて知っている。水曜日の午後は学校がない。彼女は自由な時間がある。 

      

    ステフィの夫の名前はロブという。ロブはコンピュータサイエンスの仕事をしている。ロブは開発者だ。彼はオフィスで働いている。いつもコンピュータの前に座っている。彼はキーボードでコードの行を入力する。ロブは職場のコンピュータのメンテナンスも担当している。彼は　IT　マネージャだ。ロブは多くの余分な時間を働いている。アリーンはロブが働きすぎていることに気づく。アリーンは父親が働きすぎているのではないかと心配している。 

    




 

    [bookmark: _Toc46646263]Vocabulaire 

      

    
    
      
      	  学生（女子児童） 

 
      	  [bookmark: RANGE_D230]Collégienne     

 
     

      
      	  日記 

 
      	  Journal intime 

 
     

      
      	  考え 

 
      	  Pensée(s) 

 
     

      
      	  保管する（彼女はそれを保管する） 

 
      	  [bookmark: RANGE_D233]Ranger (elle le range)     

 
     

      
      	  引き出し 

 
      	  tiroir     

 
     

      
      	  起きる（アリーンは起きる） 

 
      	  Se réveiller (Aline se réveille) 

 
     

      
      	  シャワーを浴びる（彼女はシャワーを浴びる）。 

 
      	  [bookmark: RANGE_D236]Prendre une douche (elle prend une douche)     

 
     

      
      	  彼女は髪を洗う 

 
      	  elle lave ses cheveux     

 
     

      
      	  彼女は耳を綺麗にする 

 
      	  [bookmark: RANGE_D238]Elle nettoie ses oreilles  

 
     

      
      	  彼女は歯を磨く 

 
      	  [bookmark: RANGE_D239]Elle se brosse les dents     

 
     

      
      	  爪 

 
      	  [bookmark: RANGE_D240]ongles     

 
     

      
      	  バスルーム 

 
      	  [bookmark: RANGE_D241]salle de bain     

 
     

      
      	  乾かす（彼女は乾かす） 

 
      	  [bookmark: RANGE_D242]se sécher (elle se sèche)     

 
     

      
      	  タオル 

 
      	  [bookmark: RANGE_D243]serviette     

 
     

      
      	  彼女は服を着て靴を履く 

 
      	  Elle s’habille et met ses chaussures     

 
     

      
      	  彼女は髪を梳かす 

 
      	  Elle peigne ses cheveux     

 
     

      
      	  通学かばん 

 
      	  [bookmark: RANGE_D246]cartable     

 
     

      
      	  ベッドルーム 

 
      	  [bookmark: RANGE_D247]chambre     

 
     

      
      	  ダイニングルーム 

 
      	  salle à manger     

 
     

      
      	  朝食を食べる（彼女は朝食を食べる） 

 
      	  [bookmark: RANGE_D249]Prendre le petit déjeuner (elle prend le petit déjeuner)     

 
     

      
      	  バス停 

 
      	  [bookmark: RANGE_D250]arrêt de bus     

 
     

      
      	  ベルが鳴る 

 
      	  [bookmark: RANGE_D251]La sonnerie retentit     

 
     

      
      	  教室 

 
      	  [bookmark: RANGE_D252]salle de classe     

 
     

      
      	  座る 

 
      	  [bookmark: RANGE_D253]s’asseoir     

 
     

      
      	  カフェテリア 

 
      	  cantine     

 
     

      
      	  昼食 

 
      	  [bookmark: RANGE_D255]dejeuner  

 
     

      
      	  彼/彼女の宿題をする（彼女は彼女の宿題をする） 

 
      	  [bookmark: RANGE_D256]faire ses devoirs (elle fait ses devoirs)     

 
     

      
      	  彼女は眠る 

 
      	  [bookmark: RANGE_D257]elle s’endort     

 
     

      
      	  午後 

 
      	  [bookmark: RANGE_D258]après  midi     

 
     

      
      	  置く 

 
      	  [bookmark: RANGE_D259]poser     

 
     

      
      	  おやつ 

 
      	  [bookmark: RANGE_D260]gouter     

 
     

      
      	  洗濯かご 

 
      	  [bookmark: RANGE_D261]Bac à linge     

 
     

      
      	  服を脱ぐ（彼女は服を脱ぐ） 

 
      	  se déshabiller (elle se déshabille)     

 
     

      
      	  勉強（彼女は勉強） 

 
      	  [bookmark: RANGE_D263]Apprendre (elle apprend)     

 
     

      
      	  終わっていない 

 
      	  [bookmark: RANGE_D264]Inachevé(s) 

 
     

      
      	  前日/前の晩/前日の夜 

 
      	  [bookmark: RANGE_D265]La veille     

 
     

      
      	  彼女はアリーンを迎える 

 
      	  [bookmark: RANGE_D266]Elle passe prendre Aline     

 
     

      
      	  大学を出たばかりの 

 
      	  [bookmark: RANGE_D267]Jeune diplômée     

 
     

      
      	  レスリーは無職だ 

 
      	  [bookmark: RANGE_D268]Leslie est au chômage     

 
     

      
      	  過ごす 

 
      	  Passer du temps     

 
     

      
      	  噂をする 

 
      	  [bookmark: RANGE_D270]Bavarder avec     

 
     

      
      	  化粧 

 
      	  Maquillage     

 
     

      
      	  ドアに鍵をかける 

 
      	  [bookmark: RANGE_D272]Elle ferme la porte à clé     

 
     

      
      	  バイクのヘルメット 

 
      	  [bookmark: RANGE_D273]Casque de moto     

 
     

      
      	  バイクを走らせる 

 
      	  [bookmark: RANGE_D274]Elle démarre la moto     

 
     

      
      	  ウェイトレス 

 
      	  [bookmark: RANGE_D275]Serveuse     

 
     

      
      	  彼女はアルバイトをしている 

 
      	  [bookmark: RANGE_D276]Elle travaille à mi  temps     

 
     

      
      	  パンとバター 

 
      	  [bookmark: RANGE_D277]Pain beurré     

 
     

      
      	  ウェイトレスの服 

 
      	  [bookmark: RANGE_D278]Tenue de serveuse     

 
     

      
      	  常連客 

 
      	  Client habitué     

 
     

      
      	  彼はレスリーに言い寄っている 

 
      	  [bookmark: RANGE_D280]Il fait la cour à Leslie     

 
     

      
      	  気前よくチップ 

 
      	  [bookmark: RANGE_D281]Généreux pourboire     

 
     

      
      	  不安 

 
      	  [bookmark: RANGE_D282]Gênée     

 
     

      
      	  軽食（彼女は軽食をとる） 

 
      	  [bookmark: RANGE_D283]Prendre un encas (elle prend un encas)     

 
     

      
      	  レスリーはあまり食べない 

 
      	  [bookmark: RANGE_D284]Leslie ne mange pas beaucoup     

 
     

      
      	  太る 

 
      	  [bookmark: RANGE_D285]Grossir     

 
     

      
      	  皮と骨 

 
      	  Elle n’a que la peau sur les os     

 
     

      
      	  ナイトクラブ 

 
      	  [bookmark: RANGE_D287]Boîte de nuit     

 
     

      
      	  疲れ果てる 

 
      	  [bookmark: RANGE_D288]Epuisé(e)     

 
     

      
      	  彼女は遅くまで寝ている 

 
      	  [bookmark: RANGE_D289]Elle fait la grasse matinée     

 
     

      
      	  先生 

 
      	  [bookmark: RANGE_D290]Enseignante     

 
     

      
      	  夜更かしをする 

 
      	  [bookmark: RANGE_D291]Veiller tard     

 
     

      
      	  生徒の試験問題の採点をする 

 
      	  [bookmark: RANGE_D292]Elle corrige les copies d’examen de ses élèves     

 
     

      
      	  学校がない 

 
      	  [bookmark: RANGE_D293]Il n’y a pas école     

 
     

      
      	  彼女は自由な時間がある 

 
      	  [bookmark: RANGE_D294]Elle a du temps libre     

 
     

      
      	  ロブはコンピューターサイエンスの仕事をしている 

 
      	  [bookmark: RANGE_D295]Rob travaille dans l’informatique     

 
     

      
      	  いつも 

 
      	  [bookmark: RANGE_D296]Tout le temps     

 
     

      
      	  コンピューター 

 
      	  [bookmark: RANGE_D297]Ordinateur  

 
     

      
      	  入力する（彼は…を入力する） 

 
      	  [bookmark: RANGE_D298]Taper (il tape…)     

 
     

      
      	  キーボード 

 
      	  [bookmark: RANGE_D299]Clavier     

 
     

      
      	  ITマネージャー 

 
      	  [bookmark: RANGE_D300]Responsable informatique     

 
     

      
      	  ロブは働きすぎている 

 
      	  [bookmark: RANGE_D301]Rob fait beaucoup d’heures supplémentaires     

 
     

      
      	  彼は働きすぎている 

 
      	  Il travaille trop     

 
     

      
      	  残業（ピーターは残業をする） 

 
      	  [bookmark: RANGE_D303]Se surmener (son père se surmène) 

 
     

    
   

      

    




 

    [bookmark: _Toc521350550][bookmark: _Toc521351840][bookmark: _Toc46646264]Histoire 4 : La vie d’une famille ordinaire 

      

    Aline a treize ans. Elle est une collégienne. Elle adore écrire. Sa mère lui offre un journal intime. Elle écrit ses pensées dans ce journal. Elle le range dans son tiroir. 

      

    Du lundi au vendredi, Aline se réveille à six heures trente minutes tous les matins. Elle prend une douche. Le mercredi, elle lave ses cheveux. Elle nettoie ses oreilles. Elle se brosse les dents. Elle coupe ses ongles. Elle sort de la salle de bain à six heures quarante-cinq minutes. Elle se sèche avec une serviette. Elle s’habille et met ses chaussures. Elle peigne ses cheveux. Elle prend son cartable. Puis elle sort de sa chambre. 

      

    A sept heures, elle va dans la salle à manger. Elle prend le petit déjeuner avec son père. A sept heure quinze minutes, elle sort de la maison. Elle va à l'arrêt de bus. Elle prend le bus. A sept heures quarante-cinq minutes, elle arrive au collège. 

      

    La sonnerie retentit à sept heures cinquante minutes. Les étudiants vont dans leur salle de classe. Chacun s’assoit à sa place. Les cours commencent. La pause est à neuf heures quarante-cinq minutes. Les cours continuent à dix heures. Le matin, les cours finissent à midi. 

      

    Aline va à la cantine. Elle prend le déjeuner avec deux copines. Après le déjeuner, elle va à la bibliothèque de l’école. Elle prend une place. Elle lit, écrit ou fait ses devoirs. Parfois, elle s’endort. 

      

    L'après-midi, les cours commencent à treize heures trente minutes. Ils finissent à dix-sept heures. Aline prend le bus pour rentrer. Aline arrive à la maison à dix-huit heures. Elle pose son cartable dans sa chambre. Elle descend et prend un goûter. Elle prend une pause jusqu'à l'arrivée de sa mère.  

      

    La famille dîne vers vingt heures. Puis Aline enlève ses chaussures, se déshabille et se lave. Elle met son linge sale dans le bac à linge. Elle met son pyjama. Puis elle apprend ses leçons et fait ses devoirs. Elle raconte sa journée dans son journal intime. Vers vingt-et-une heure, elle va dans son lit. Elle lit puis s’endort. 

      

    Le samedi, Aline se réveille vers neuf heures trente minutes. Aline est une élève studieuse. Le samedi matin, elle termine ses devoirs inachevés la veille. Puis elle apprend ou révise ses leçons. 

      

    Le samedi après-midi, Aline suit des cours de danse classique. Sa mère la dépose. Puis elle passe prendre Annie à seize heures. 

      

    Le dimanche, Annie fait des activités avec sa famille. Ils restent à la maison ou font une sortie. 

      

    La grande sœur d’Aline s’appelle Leslie. Elle a vingt-cinq ans. Elle est une jeune diplômée. Leslie est au chômage. Elle habite chez ses parents. Elle adore passer du temps avec ses amis. Elle aime bavarder avec une amie. Elle adore aussi le maquillage. 

      

    Tous les matins, Leslie se réveille à dix heures. Elle se prépare et sort de la maison. Elle ferme la porte à clé. Elle va au garage de la maison. Elle met son casque de moto. Elle démarre la moto et part. 

      

    Leslie a un job temporaire. Elle est serveuse dans un petit restaurant. Elle travaille à mi-temps. A dix heures vingt minutes, elle arrive au restaurant. Elle se sert du café et mange du pain beurré. Puis elle met sa tenue de serveuse. Elle commence à travailler.  

      

    Quentin est un client habitué du restaurant. Il fait la cour à Leslie. Tous les jours, Quentin donne un généreux pourboire à Leslie. La jeune femme est gênée. 

      

    A treize heures, elle prend une pause de quinze minutes. Elle prend un encas et continue ses services. Leslie ne mange pas beaucoup. Elle a peur de grossir. Elle n’a que la peau sur les os. 

      

    A dix-huit heures, Leslie finit ses services. A dix-huit heures trente minutes, elle rejoint ses amis dans un bar.  

      

    Le vendredi soir, Leslie et ses amis sortent en boîte de nuit. Elle rentre vers une heure du matin. Parfois, une amie dort chez elle. Le samedi matin, Leslie est épuisée. Elle fait la grasse matinée. Leslie se réveille vers midi. Elle prend son déjeuner. L’après-midi, elle regarde des séries ou va au cinéma avec ses amis. 

      

    La mère de Leslie et d’Annie s’appelle Stephy. Stephy est enseignante à l’école primaire. Stephy adore les enfants et elle adore son métier. Tous les soirs, elle prépare les cours à donner aux enfants le lendemain. Après les examens, il lui arrive de veiller tard. Elle corrige les copies d’examen de ses élèves. Stephy connaît tous les prénoms de ses élèves. Le mercredi après-midi, il n’y a pas école. Elle a du temps libre. 

      

    Le mari de Stephy s’appelle Rob. Rob travaille dans l’informatique. Rob est un développeur. Il travaille dans un bureau. Il est tout le temps assis devant un ordinateur. Il tape des lignes de code au clavier. Rob est aussi responsable de la maintenance des ordinateurs dans son lieu de travail. Il est le responsable informatique. Rob fait beaucoup d’heures supplémentaires. Aline trouve qu’il travaille trop. Aline a peur que son père se surmène. 

      

    




 

    [bookmark: _Toc34148374][bookmark: _Toc46398578][bookmark: _Toc46398627][bookmark: _Toc46477318][bookmark: _Toc46499591][bookmark: _Toc46500037][bookmark: _Toc46542902][bookmark: _Toc46646265]物語　5:　旅行、　観光、そして休暇 

      

    夏だ。ホリデーシーズンだ。ニコラは家族で旅行を計画する。彼は旅行会社に行く。旅行会社の人が彼を出迎える： 

    -           いらっしゃいませ。本日はいかがなされましたか？ 

    -           こんにちは、パリ行きの飛行機のチケットを買いたいのですが。　 

    -           いつご出発される予定ですか? 

    -           来週の金曜日です。 

    -           何枚ご購入されますか? 

    -           大人２枚子供２枚の４枚お願いします。 

    ニコレスはチケットを手に入れ、家に帰る。彼はシドにフライトの確認のメールを送る。シドはニコラの兄だ。シドはフランスに住んでいる。ニコラの子供たち-シャネルとチャーリー-は幸せそうだ。彼らがフランスに行くのは初めてだ。ニコラの妻ジェニーは彼に感謝する。彼女は彼の頬にキスをする。 

    木曜日、ジェニーは荷物の準備をする。ニコラは皆のパスポートを確認する。彼は自分のパスポートと子供たちのパスポートを機内持ち込み手荷物に入れる。 

    金曜日の朝、ジェニーはマーティンにささやかなプレゼントを買う。マーティンは彼女の義理の甥。シドの息子である。 

    19時にニコラ、ジェニー、そして運転手のエヴァンは車に荷物を積み込む。19時30分、全員が車に乗り込む。彼らは空港に向けて出発する。8時に、空港の駐車場に到着。ニコラは、カートに荷物を載せる。 

    ニコラ、ジェニー、子供たちはチェックインカウンターに行き、チェックインをする。パスポートとチケットを確認する。スーツケースの重さを量る。そして、荷物は飛行機からバゲージホールドへ送られる。全員が搭乗券を受け取る。ニコラとその家族は搭乗口に向かう。税関を通過する。 

    待合室で搭乗時間を待つ。22時30分、乗客は搭乗する。機内では客室乗務員が乗客を出迎える。スチュワーデスはシャネルとチャーリーに微笑みかける。全員が自分の座席に座る。乗客はシートベルトを締める。飛行機は離陸する。 

    飛行機が到着したのは朝の7時頃。飛行機が着陸する。ニコラとその家族は飛行機を降りる。客室乗務員が出迎えてくれる。ニコラと家族は手荷物受取所から荷物を受け取る。シドは家族を空港に連れて行く。彼は彼らとの再会を喜んでいる。シャネルとチャーリーは叔父のシドのことを覚えていない。ニコラは子供たちに弟を紹介する。 

    荷物をシドの車に積み込む。30分ほど走るとシドの家に到着する。シドの家は立派な大きな家だ。ニコラス一家はパリに1週間滞在する。パリ滞在中、二人はシドの家に泊まる。シンシアとマーチンは玄関先で旅人を出迎える。シンシアはシドの妻。ニコラスとジェニーの部屋は1階。シャネルとチャーリーの部屋は両親の部屋に近い。 

    シンシアは朝食を出す。子供たちはホットチョコレートを飲み、クロワッサンを食べる。大人は紅茶を飲み、チーズパンを食べる。子供たちはお腹いっぱい。そして彼らは疲れている。チャーリーはリビングのソファで眠りにつく。ジェニーが彼を抱きかかえる。ジェニーは彼を部屋に連れて行く。ジェニーは息子をベッドの上に寝かせる。ジェニーは息子の靴を脱がせる。息子にシーツをかける。シャネルはあくびをする。彼女も寝たいと言う。彼女は自分の部屋に上がって弟のそばで寝る。 

    父親は隣の部屋で昼寝をする。ジェニーはバスタブでお風呂に入る。シンシアは食器を洗う。シドは仕事に行く。マーティンはテレビゲームをする。 

    ジェニーは風呂を終え、楽な格好をする。そしてシンシアの買い物に付き添う。二人の女性はお互いに母親としての人生を語り合う。1時間半後、彼らは帰宅。昼食を作る。 

    シャネルとチャーリーが目を覚ます。チャーリーはいとこのマーティンとテレビゲームをする。シャネルも一緒に遊びたいと言う。しかし、チャーリーは遊ぶことを拒否する。シャネルは主張するが、二人の少年はそれ理解しない。シャネルは悲しむ。 

    彼女は外に出て、家の大きな中庭を歩く。彼女は家のプールを見る。泳いでも良いか母に尋ねます。しかし、ジェニーはまだ忙しい。シャネルは監督がいないと一人で泳ぐことができない。 

    シャネルはリビングルームに行く。彼女はテレビを見ている。少女はため息をつく。彼女は退屈してまた眠りにつく。 

    一週間、ニコラと彼の家族はパリの街を観光する。 

    ニコラと彼の家族はマルセイユの街への列車の切符を買う。残念なことに、彼らは遅刻してしまう。列車に乗り遅れる。次の列車に乗る。4時間後、マルセイユに到着。彼らはホテルにファミリールームを借りた。子供たちはお腹を空かせている。ニコラは食事をするようにいう。 

    翌日、ニコラたちはジェニーの友人を訪ねる。彼女の名前はボー。ボーの夫はクロード。クロードは不在。彼は一週間前から旅行に行っている。クロードとボーには女の子と男の子の2人の子供がいる。マリーンとスティーブンはシャネルとチャーリーと同じくらいの年齢だ。ボーとジェニーと子供たちは水着を着ている。彼らはビーチに行くことになる。 

    マリンとスティーブンは砂の城を作る。シャネルはマリンとスティーブンを観察する。二人はお互いにからかい合い、大いに楽しむ。シャネルと弟は決して一緒に遊ぶことはない。二人の関係は、マリンとスティーブンの関係とはあまりにも違う。マリンとスティーブンは仲が良い。シャネルとチャーリーは仲が悪い。スティーブンはシャネルに近づいて話しかける。 

    -           シャネル、僕と妹と一緒に遊ばない？ 

    -           私と一緒に遊びたいの？ 

    -           何もせずにただ座ってるだけだから。 

    -          スティーブンのことを見てるの。 

    -           子供だし、休暇なんだから。楽しむべきだよ。お母さんたちは歳だし。お母さんたちが何もせずに座ってるのは疲れてるからだよ。喋ってる方が好きなんだ。一緒に来て遊ぼうよ。 

    -           わかった! 

    シャネルは一緒に遊ぶ新しい友達ができて幸せそうだ。 

    




 

    [bookmark: _Toc46646266]Vocabulaire 

      

    
    
      
      	  夏だ 

 
      	  [bookmark: RANGE_D305]C’est l’été     
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      	  [bookmark: RANGE_D372]Billets de train     

 
     

      
      	  残念なことに 

 
      	  [bookmark: RANGE_D373]Malheureusement     

 
     

      
      	  彼らは電車に乗り遅れる 

 
      	  Ils ratent le train     

 
     

      
      	  ファミリールーム 

 
      	  Chambre familiale     

 
     

      
      	  水着 

 
      	  Maillot de bain     

 
     

      
      	  マリンとスティーブンは砂のお城を作る 

 
      	  [bookmark: RANGE_D377]Marine et Steven construisent un château de sable 

 
     

      
      	  お互いをからかい合う（二人はからかい合う） 

 
      	  [bookmark: RANGE_D378]Se taquiner (ils se taquinent)      

 
     

      
      	  何もせずに座っている 

 
      	  [bookmark: RANGE_D379]Tu restes assise à ne rien faire     

 
     

    
   

    




 

    [bookmark: _Toc34148375][bookmark: _Toc46398581][bookmark: _Toc46398630][bookmark: _Toc46477321][bookmark: _Toc521350552][bookmark: _Toc521351841][bookmark: _Toc46646267]Histoire 5 : Voyage, tourisme et vacances 

      

    C’est l’été. C’est la période des vacances. Nicolas prépare un voyage avec sa famille. Il va à l’agence de voyage. Un agent de voyage l’accueille : 

    -          Bonjour, monsieur. Que puis-je faire pour vous ? 

    -          Bonjour, je voudrais acheter des billets d’avion pour Paris, s’il vous plaît. 

    -          Quand partez-vous ? 

    -          Vendredi prochain. 

    -          Combien de billets achetez-vous ? 

    -          J’ai besoin de quatre billets d’avion pour deux adultes et deux enfants. 

    Nicolas obtient les billets et rentre à la maison. Il envoie un e-mail à Sid pour confirmer son vol. Sid est le frère de Nicolas. Sid habite en France. Les enfants de Nicolas - Chanel et Charlie - sont contents. C’est la première fois qu’ils vont en France. Jenny - la femme de Nicolas - le remercie. Elle lui donne un baiser sur la joue. 

    Jeudi, Jenny prépare les bagages. Nicolas vérifie les passeports de tout le monde. Il met son passeport et les passeports des enfants dans son bagage à main. 

    Vendredi matin, Jenny achète un petit cadeau pour Martin. Martin est son neveu par alliance. Il est le fils de Sid. 

    A dix-neuf heures, Nicolas, Jenny et Evan - leur chauffeur - chargent les bagages dans la voiture. A dix-neuf heures trente minutes, tout le monde monte dans la voiture. Ils partent pour l’aéroport. A vingt heures, ils arrivent dans le parking de l’aéroport. Nicolas met les bagages dans un chariot à bagages. 

    Nicolas, Jenny et les enfants vont au comptoir d’enregistrement pour faire l’enregistrement. Les passeports et les billets sont vérifiés. Les valises sont pesées. Puis les bagages sont envoyés dans la soute de l’avion. Chacun prend sa carte d’embarquement. Nicolas et sa famille se dirigent vers leur porte d’embarquement. Ils passent la douane. 

    Ils attendent l’heure d’embarquement dans la salle d’attente. A vingt-deux heures trente minutes, les passagers embarquent. Dans l’avion, des agents de bord accueillent les passagers. Une hôtesse de l’air sourit à Chanel et à Charlie. Chacun s’assoit sur son siège. Les passagers attachent leur ceinture de sécurité. L’avion décolle. 

    L’avion arrive à destination vers sept heures du matin. L’avion atterrit. Nicolas et sa famille sortent de l’avion. Les agents de bord leur souhaitent la bienvenue en France. Nicolas et sa famille prennent leurs bagages sur le carrousel. Sid passe prendre la famille à l’aéroport. Il est content de les revoir. Chanel et Charlie ne se souviennent pas de leur oncle Sid. Nicolas présente son frère à ses enfants. 

    Les bagages sont chargés dans la voiture de Sid. Après une demi-heure de route, ils arrivent chez Sid. La maison de Sid est une belle grande maison. Nicolas et sa famille restent à Paris pendant une semaine. Ils logent chez Sid pendant leur séjour à Paris. Cynthia et Martin accueillent les voyageurs au seuil de la porte. Cynthia est la femme de Sid. La chambre de Nicolas et de Jenny est au premier étage. La chambre de Chanel et de Charlie se trouve à côté de la chambre de leurs parents. 

    Cynthia sert le petit déjeuner. Les enfants boivent du chocolat chaud et mangent des croissants. Les adultes boivent du thé et mangent du pain au fromage. Les enfants sont rassasiés. Et ils sont fatigués. Charlie s’endort sur le canapé de la salle de séjour. Jenny le prend dans ses bras. Elle l’emmène dans sa chambre. Elle le pose sur le lit. Jenny enlève les chaussures de son fils. Elle le couvre d’un drap. Chanel bâille. Elle a aussi envie de dormir. Elle monte dans sa chambre et dort près de son frère.  

    Leur père fait la sieste dans la chambre attenante. Jenny prend un bain dans la baignoire. Cynthia fait la vaisselle. Sid va au travail. Martin joue aux jeux vidéo. 

    Jenny finit son bain et s’habille confortablement. Puis elle accompagne Cynthia pour faire les courses. Les deux femmes se racontent leur vie de mère de famille. Une heure et demie plus tard, elles reviennent à la maison. Elles préparent le repas. 

    Chanel et Charlie se réveillent. Charlie joue aux jeux vidéo avec son cousin Martin. Chanel veut aussi jouer avec eux. Mais Charlie refuse de la faire jouer. Chanel insiste mais les deux garçons l’ignorent. Chanel est attristée. 

    Elle sort et se promène dans la grande cour de la maison. Elle voit la piscine de la maison. Elle demande à sa mère si elle peut nager. Mais Jenny est encore occupée. Chanel ne peut pas nager seule sans surveillance. 

    Chanel va dans la salle de séjour. Elle regarde la télévision. La petite fille soupire. Elle s’ennuie et se rendort sur le sofa. 

    Pendant une semaine, Nicolas et sa famille font du tourisme dans la ville de Paris. 

    Nicolas et sa famille achètent des billets de train pour la ville de Marseille. Malheureusement, ils sont en retard. Ils ratent le train. Ils prennent le train suivant. Quatre heures plus tard, ils arrivent à Marseille. Ils louent une chambre familiale dans un hôtel. Les enfants ont faim. Nicolas commande à manger. 

    Le lendemain, Nicolas et sa famille rendent visite à une amie de Jenny. Elle s’appelle Bea. Le mari de Bea s’appelle Claude. Claude est absent. Il est en voyage depuis une semaine. Claude et Bea ont deux enfants : une fille et un garçon. Marine et Steven ont à peu près le même âge que Chanel et Charlie. Bea, Jenny et les enfants mettent leur maillot de bain. Ils vont à la plage. 

    Marine et Steven construisent un château de sable. Chanel observe Marine et Steven. Ils se taquinent et s’amusent beaucoup. Chanel et son frère ne jouent jamais ensemble. Leur relation est tellement différente de la relation entre Marine et Steven. Marine et Steven sont proches. Chanel et Charlie ne sont pas proches. Steven s’approche de Chanel et lui parle : 

    -          Chanel, veux-tu jouer avec ma sœur et moi ? 

    -          Vous voulez que je joue avec vous ? 

    -          Tu restes assise à ne rien faire.  

    -          Je vous regarde. 

    -          Tu es une enfant et tu es en vacances. Tu es supposée t’amuser. Nos mamans sont vieilles. Elles, elles restent assises à ne rien faire parce qu’elles sont fatiguées. Elles préfèrent bavarder. Viens te divertir avec nous. 

    -          D’accord ! 

    Chanel est heureuse de trouver de nouveaux amis avec qui jouer. 

    




 

    [bookmark: _Toc46499594][bookmark: _Toc46500040][bookmark: _Toc46542905][bookmark: _Toc46646268]物語　6:　職業 

      

    ジュリアはある家でメイドとして働いている。月曜から土曜まで毎朝7時半に仕事を始める。家族の朝食の準備をする。鍋に水を入れ、水を熱するためにガスコンロに火をつける。パン類を買う。帰ってくると、お湯が沸いている。ジュリアはお茶を入れる。お茶を魔法瓶に入れる。ミルクを温める。 

      

    ジュリアがテーブルを整える。食　パン、バター、砂糖、ジャム、ロールパン、紅茶、牛乳、果物のバスケットをテーブルの上に置く。果物のかごにはバナナ、ぶどう、りんごが入っている。彼女はソーサーをテーブルの上に置く。彼女はカップをソーサーの上に置く。ナプキンをカップの近くに置く。そして、ナプキンの上にスプーン、フォーク、ナイフを置く。朝食が出てくる。 

      

    家族は朝食を食べます。大人は仕事に行き、子供は学校に行き、若者は勉強に行く。ジュリアはテーブルを片付け、皿洗いをする。 

      

    ジュリアは買い物をします。ジュリアは、キュウリ、トマト、酢、ニンニク、油、冷たい肉、チーズ、レモン、パスタ、塩を買います。ジュリアはチーズ、冷えた肉、野菜を小さな角切りにします。ニンニクを刻む。パスタを茹でる。ヴィネグレットソースを作る。ジュリアがサラダボウルにすべてを混ぜる。パスタサラダを冷蔵庫に入れる。ジュリアがレモンジュースを作る。ジュースを冷蔵庫に入れる。 

      

     家の中の部屋の床をほうきで掃除する。それから掃除機をかける。家具のほこりを払う。子供部屋のベッドを整える。洗面台、バスタブ、シャワーミラーを洗う。トイレを洗う。サンルームのタイルを洗う。彼女は花に水をやり、家の窓ガラスを洗う。それからジュリアは手を洗っている。 

      

    11時半になると、ジュリアはテーブルを準備する。子供たちは正午頃に家に到着する。ジュリアが作ってくれたパスタサラダを食べる。そして学校に戻ります。ジュリアはテーブルを片付け、皿洗いをする。 

      

    午後になると、ジュリアは洗濯機で洗濯をする。それから彼女は洗濯物を干す。彼女は乾いた洗濯物にアイロンをかける。ジュリアは4時に帰宅する。 

      

    ジュリアは何年も未亡人である。結婚もしていないし、子供もいない。しかし姪がいる。彼女の名前はキャシー。キャシーはジュリアと一緒に暮らしている。キャシーは10代の頃から孤児だ。彼女は魅力的で、知的で、優しい。彼女はジュリアを母親として愛している。二人の女性はとても仲が良い。 

      

    キャシーは役員秘書として働いている。月曜から金曜まで、彼女は6時半に起床する。準備をして7時50分に出勤する。彼女の上司であるジョージは、いつも朝の9時半頃に出社します。ジョージは会社のマネージャーだ。彼がオフィスに到着すると、キャシーは彼のためにコーヒーを用意する。ジョージは時々マフィンをコーヒーと一緒に食べる。 

      

    そして、キャシーは彼に一日のタスクをリマインドする。キャシーは仕事の計画を立てる。彼女は会議を整理する。彼女はジョージが会社の同僚やパートナーと会議をしている間にメモを取る。そして、彼女は会議の報告書を書く。ジョージが出張に行くときは、彼はスマートフォンで会議を録音する。ジョージはその音声ファイルをメールで送信する。キャシーはそれを受け取る。そして、彼女はファイルの文字起こしをする。キャシーは会議を聞き、レポートを書く。 

      

    キャシーは電話に出る。電話をかけてきた人の名前とメッセージを記録します。キャシーはまた、顧客に連絡を取る。 

      

    キャシーはすべての管理業務を担当しています。ジョージはキャシーのサービスに満足している。キャシーは責任感があり、真面目で、熟練していて、聞き上手だ。彼女は仕事の質の高さに応じて頻繁にボーナスをもらっている。入社2年後、キャシーは昇給する。 

      

    昇進を祝うため、キャシーは叔母のジュリアをレストランに招待する。キャシーは新しいヒールと美しいイブニングドレスも購入する。ジュリアは彼女の寛大さに感謝する。翌週、ジュリアはお礼にキャシーの好物の料理を用意する。ジュリアは彼女のキャリアの成功を願う。 

      

    ジョージの弟の名前はジェラルド。ジェラルドは医者だ。毎朝、彼は早起きする。準備をして出勤する。ジェラールは自分の診療所を持っていて　彼は患者を診察する。彼は処方箋を書く。患者は診察料を支払う。 

      

    患者は薬局で薬を買う。 

      

    リリーは看護師である。彼女はジェラルド医師を補佐している。 

    




 

    [bookmark: _Toc46646269]Vocabulaire 

      

    
    
      
      	  貿易（仕事） 

 
      	  [bookmark: RANGE_D381]Métier(s)  

 
     

      
      	  メイド 

 
      	  [bookmark: RANGE_D382]Femme de chambre  

 
     

      
      	  鍋 

 
      	  [bookmark: RANGE_D383]Casserole     

 
     

      
      	  ガスコンロ 

 
      	  Réchaud à gaz     

 
     

      
      	  熱する 

 
      	  [bookmark: RANGE_D385]Faire chauffer     

 
     

      
      	  お湯が沸いている 

 
      	  [bookmark: RANGE_D386]L’eau bout     

 
     

      
      	  ミルク 

 
      	  [bookmark: RANGE_D387]Lait     

 
     

      
      	  ジュリアはテーブルを準備する 

 
      	  [bookmark: RANGE_D388]Julia dresse la table     

 
     

      
      	  砂糖 

 
      	  [bookmark: RANGE_D389]Sucre     

 
     

      
      	  ジャム 

 
      	  [bookmark: RANGE_D390]Confiture  

 
     

      
      	  入っている（フルーツバスケットには…が入っている） 

 
      	  Contenir (le panier de fruits contient…) 

 
     

      
      	  ぶどう 

 
      	  Raisins     

 
     

      
      	  りんご 

 
      	  Pomme(s)    

 
     

      
      	  ソーサー 

 
      	  [bookmark: RANGE_D394]Sous  tasse(s)     

 
     

      
      	  カップ 

 
      	  [bookmark: RANGE_D395]Tasses     

 
     

      
      	  ナプキン 

 
      	  [bookmark: RANGE_D396]Serviette(s) de table     

 
     

      
      	  スプーン 

 
      	  [bookmark: RANGE_D397]Cuillères    cuillers     

 
     

      
      	  フォーク 

 
      	  [bookmark: RANGE_D398]Fourchettes     

 
     

      
      	  ナイフ 

 
      	  [bookmark: RANGE_D399]Couteaux/couteau     

 
     

      
      	  ジュリアはテーブルを片付ける 

 
      	  [bookmark: RANGE_D400]Julia débarasse la table     

 
     

      
      	  ニンニク 

 
      	  Gousse d’ail     

 
     

      
      	  油 

 
      	  [bookmark: RANGE_D402]Huile     

 
     

      
      	  肉 

 
      	  Viande     

 
     

      
      	  冷たい肉 

 
      	  [bookmark: RANGE_D404]Charcuterie     

 
     

      
      	  塩 

 
      	  [bookmark: RANGE_D405]Sel     

 
     

      
      	  野菜 

 
      	  [bookmark: RANGE_D406]Légume(s)     

 
     

      
      	  彼女はニンニクを刻む 

 
      	  [bookmark: RANGE_D407]Elle hache la gousse d’ail    

 
     

      
      	  混ぜる（ジュリアは…を混ぜる） 

 
      	  [bookmark: RANGE_D408]Mélanger (Julia mélange…) 

 
     

      
      	  サラダボウル 

 
      	  [bookmark: RANGE_D409]Saladier     

 
     

      
      	  冷蔵庫 

 
      	  Réfrigérateur     

 
     

      
      	  レモンジュース 

 
      	  [bookmark: RANGE_D411]Jus de citron     

 
     

      
      	  掃除する（彼女は掃除する） 

 
      	  Nettoyer (elle nettoie) 

 
     

      
      	  床 

 
      	  Plancher     

 
     

      
      	  部屋 

 
      	  Pièce(s)     

 
     

      
      	  ほうき 

 
      	  Balai     

 
     

      
      	  彼女は家に掃除機をかける 

 
      	  Elle passe l’aspirateur    

 
     

      
      	  ほこりを払う（彼女は…のほこりを払う） 

 
      	  [bookmark: RANGE_D417]Épousseter (elle époussette…)    

 
     

      
      	  家具 

 
      	  Meubles     

 
     

      
      	  彼女はベッドを整える 

 
      	  [bookmark: RANGE_D419]Elle fait le lit     

 
     

      
      	  洗面台 

 
      	  [bookmark: RANGE_D420]Lavabo     

 
     

      
      	  タイル 

 
      	  Carreau(x) 

 
     

      
      	  サンルーム 

 
      	  [bookmark: RANGE_D422]Veranda     

 
     

      
      	  彼女は花に水をやる 

 
      	  [bookmark: RANGE_D423]Elle arrose les plantes     

 
     

      
      	  窓ガラス 

 
      	  Vitres des fenêtres     

 
     

      
      	  彼女はテーブルを準備する 

 
      	  [bookmark: RANGE_D425]Julia met le couvert     

 
     

      
      	  洗濯をする（彼女は洗濯をする） 

 
      	  [bookmark: RANGE_D426]Lave le linge (Julia lave le linge)    

 
     

      
      	  洗濯機 

 
      	  Machine à laver     

 
     

      
      	  彼女は洗濯物を干す 

 
      	  [bookmark: RANGE_D428]Elle étend le linge     

 
     

      
      	  彼女はアイロンをかける 

 
      	  Elle repasse     

 
     

      
      	  乾かす（彼女は乾かす） 

 
      	  [bookmark: RANGE_D430]Sec(s)     

 
     

      
      	  窓ガラス 

 
      	  [bookmark: RANGE_D431]Veuve     

 
     

      
      	  役員補佐　役員秘書 

 
      	  [bookmark: RANGE_D432]Secrétaire de direction     

 
     

      
      	  オフィス 

 
      	  Bureau     

 
     

      
      	  マネージャー 

 
      	  [bookmark: RANGE_D434]Directeur     

 
     

      
      	  彼女はメモを取る 

 
      	  [bookmark: RANGE_D435]Elle prend des notes     

 
     

      
      	  会議 

 
      	  [bookmark: RANGE_D436]Réunion(s)     

 
     

      
      	  彼女は書く 

 
      	  [bookmark: RANGE_D437]Elle rédige    

 
     

      
      	  報告書 

 
      	  [bookmark: RANGE_D438]Compte  rendu     

 
     

      
      	  出張 

 
      	  Voyage d’affaires     

 
     

      
      	  彼は録音する 

 
      	  [bookmark: RANGE_D440]Il enregistre     

 
     

      
      	  Eメール 

 
      	  [bookmark: RANGE_D441]Courrier électronique     

 
     

      
      	  ファイル 

 
      	  [bookmark: RANGE_D442]Fichier(s)     

 
     

      
      	  電話 

 
      	  [bookmark: RANGE_D443]Appel(s) téléphonique(s)     

 
     

      
      	  聞く能力 

 
      	  [bookmark: RANGE_D444]Capacité d'écoute    

 
     

      
      	  ボーナス 

 
      	  [bookmark: RANGE_D445]Prime     

 
     

      
      	  と 

 
      	  [bookmark: RANGE_D446]Au sein de     

 
     

      
      	  昇給 

 
      	  Augmentation de salaire    

 
     

      
      	  ヒール 

 
      	  [bookmark: RANGE_D448]Escarpins     

 
     

      
      	  イブニングドレス 

 
      	  Robe de soirée     

 
     

      
      	  早い 

 
      	  [bookmark: RANGE_D450]De bonne heure    

 
     

      
      	  診療所 

 
      	  Cabinet médical    

 
     

      
      	  診察する（彼は…を診察する）。 

 
      	  [bookmark: RANGE_D452]Ausculter (il ausculte…)    

 
     

      
      	  処方箋 

 
      	  [bookmark: RANGE_D453]Ordonnance    

 
     

      
      	  診察料 

 
      	  [bookmark: RANGE_D454]Frais    

 
     

      
      	  薬局 

 
      	  [bookmark: RANGE_D455]Pharmacie    

 
     

      
      	  看護師 

 
      	  [bookmark: RANGE_D456]Infirmière    

 
     

    
   

      

    




 

    [bookmark: _Toc521350554][bookmark: _Toc521351842][bookmark: _Toc46646270]Histoire 6 : Les métiers 

      

    Julia travaille comme femme de chambre dans une maison. Tous les matins, du lundi au samedi, elle commence son travail à sept heures trente minutes. Elle prépare le petit déjeuner de la famille. Elle met de l’eau dans une casserole. Elle allume le réchaud à gaz pour faire chauffer l’eau. Elle achète du pain et des brioches. A son retour, l’eau bout. Julia fait du thé. Puis elle met le thé dans un thermos. Elle chauffe du lait. 

      

    Julia dresse la table. Elle met les pains, le beurre, le sucre, un pot de confiture, les brioches, le thé, le lait, et un panier de fruits sur la table. Le panier de fruits contient des bananes, des raisins et des pommes. Elle place les sous-tasses sur la table. Elle met les tasses sur les sous-tasses. Elle place les serviettes de table près des tasses. Puis elle place les petites cuillères, les fourchettes et les couteaux sur les serviettes de table. Le petit déjeuner est servi. 

      

    La famille prend le petit déjeuner. Les adultes vont travailler, les enfants vont à l'école et les jeunes vont étudier. Julia débarrasse la table et fait la vaisselle.  

      

    Julia fait les courses. Elle achète du concombre, des tomates, du vinaigre, une gousse d’ail, du maïs, de l’huile, de la charcuterie, du fromage, du citron, des pâtes et du sel. Julia coupe le fromage, les charcuteries, et légumes en petits cubes. Elle hache la gousse d’ail. Elle cuit les pâtes. Elle prépare une sauce vinaigrette. Julia mélange le tout dans un saladier. Elle met la salade de pâtes dans le réfrigérateur. Julia fait du jus de citron. Elle met le jus dans le réfrigérateur. 

      

    Elle nettoie le plancher des pièces de la maison avec un balai. Puis elle passe l’aspirateur. Elle époussette les meubles. Elle fait le lit dans la chambre d’enfant. Elle lave le lavabo, la baignoire et le miroir de la douche. Elle lave les toilettes. Elle lave les carreaux de la véranda. Elle arrose les plantes et lave les vitres des fenêtres de la maison. Puis Julia se lave les mains. 

      

    A onze heures trente minutes, Julia met le couvert. Les enfants arrivent à la maison vers midi. Ils mangent la salade de pâtes préparée par Julia. Puis ils retournent à l’école. Julia débarrasse la table et fait la vaisselle. 

      

    L'après-midi, Julia lave le linge sale avec la machine à laver. Puis elle étend le linge. Elle repasse les vêtements secs. Julia rentre chez elle vers seize heures. 

      

    Julia est veuve depuis des années. Elle n’est pas mariée et elle n’a pas d’enfants. Mais elle a une nièce. Elle s’appelle Cathy. Cathy habite avec Julia. Cathy est orpheline depuis son adolescence. Elle est charmante, intelligente et gentille. Elle aime Julia comme une mère. Les deux femmes sont très proches. 

      

    Cathy travaille comme secrétaire de direction. Du lundi au vendredi, elle se réveille à six heures trente minutes. Elle se prépare et arrive au travail à sept heures cinquante minutes. Son patron - George - arrive toujours au bureau vers neuf heures trente minutes du matin. George est le directeur de la société. A son arrivée au bureau, Cathy lui prépare du café. Parfois, George mange un muffin avec son café.  

      

    Puis Cathy lui rappelle les tâches à faire pendant la journée. Cathy planifie les tâches. Elle organise les réunions. Elle prend des notes pendant les réunions de George avec les collègues ou les partenaires de la société. Puis elle rédige le compte-rendu des réunions. Quand George part en voyage d’affaires, il enregistre les réunions avec son smartphone. George envoie les fichiers audio par courrier électronique. Cathy les reçoit. Puis elle fait la transcription des fichiers. Elle écoute les  réunions et rédige les rapports. 

      

    Cathy répond aux appels téléphoniques. Elle enregistre le nom et les messages les personnes qui appellent. Cathy contacte aussi les clients. 

      

    Cathy est responsable de toutes les tâches administratives. George est satisfait par les services de Cathy. Cathy est responsable, sérieuse, habile et a une grande capacité d'écoute. Elle obtient fréquemment une prime pour la qualité de son travail. Après deux ans de service au sein de la société, Cathy obtient une augmentation de salaire. 

      

    Pour fêter son augmentation, Cathy invite sa tante Julia à dîner au restaurant. Cathy lui achète aussi de nouveaux escarpins et une belle robe de soirée. Julia la remercie de sa générosité. La semaine suivante, Julia prépare le plat préféré de Cathy pour la remercier. Julia lui souhaite beaucoup de succès dans sa carrière. 

      

    Le frère de George s’appelle Gerard. Gerard est médecin. Tous les matins, il se réveille de bonne heure. Il se prépare et part travailler. Gerard a son propre cabinet médical. Il ausculte les patients. Il écrit l’ordonnance. Les patients paient le frais de consultation médicale. 

      

    Les patients achètent les médicaments à la pharmacie. 

      

    Lilly est infirmière. Elle assiste le docteur Gerard. 
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    アダムとバーバラは6年間付き合っている。バーバラの誕生日に、アダムは彼女を自宅での夕食に招待する。夕食の最後に、アダムは彼女に手を出すように言う。バーバラとアダムは婚約する。バーバラは家族にそのことを打ち明ける。 

    アダムとバーバラは結婚式の準備をしている。結婚式の日を、最初に会った日の記念日を選ぶ。アダムとバーバラは結婚式の予算を計算します。彼らは、自分たちの大切な日にすべてが完璧であることを望んでいる。 

    アダムとバーバラは結婚式の準備をリストアップする： 

    -　ウェディングドレス 

    -　花嫁の髪型とアクセサリー：ベール、靴、メイクアップ、花嫁のジュエリー 

    -　新郎のスーツ 

    -　結婚指輪 

    -　ウェディングプランナー 

    -　新婦の結婚立会人と新郎の結婚立会人 

    -　ブライズメイドのドレス 

    -　花婿付け添人の衣装 

    -　ゲストリスト 

    -　招待状 

    -　交通機関 

    -　花嫁のブーケと花 

    -　結婚式 

    -　チャペルの装飾 

    -　結婚披露宴の食事 

    -　ドリンク 

    -　ウェディングケーキ 

    -　新郎新婦の人形 

    -　披露宴会場 

    -　部屋の装飾 

    -　座席表 

    -　アニメーションのオーケストラとディスクジョッキー 

    -　オープニングソング 

    -　オープニングダンス 

    -　写真家とカメラマン 

    アダムとバーバラは結婚式の前の準備を始める。バーバラはウェディングプランナーとしてスージーを雇う。 

    ドレスメーカーがバーバラのウェディングドレスを作る。ドレスメーカーはブルック。バーバラは彼にドレスのモデルを見せる。 

    アダムはいとこのリチャードに彼の立会人になるように頼む。花婿付け添人はアダムの弟といとこ。ブライズメイドはバーバラの2人の妹だ。バーバラの叔母であるアデラインは彼女の結婚立会人である。 

    バーバラは結婚式の招待状の文章を書く。 

    「アダムとバーバラは、2009年2月21日（土）午前11時からセントジョン・チャペルで行われる結婚式にご招待いたします。 　挙式後、エスパス・デ・コロンブでの昼食会にご招待させていただきます。 

    2月15日までにご出席の確認をお願いいたします。ありがとうございます。」 

      

    バーバラはその文章をスージーに渡す。スージーは結婚式の告知を印刷する。スージーは招待状にゲストの名前を書く。バーバラは招待状をゲストに送る。 

    アダムとバーバラは結婚式のためにダンスのレッスンを受ける。 

    結婚式の日、バーバラは朝6時に起きる。彼女は気持ちよくお風呂に入る。メイクアップアーティストと美容師が彼女のところに到着する。 

    バーバラはお風呂から出てきて、体を乾かす。彼女は準備をします。彼女は白いドレスを着る。メイクアップアーティストがメイクを始める　。美容師が彼女の髪を整える。バーバラはネックレスとイヤリングをつける。9時にバーバラは準備ができた。写真家が美しい花嫁の写真を撮る。花嫁の馬車は9時半にバーバラのもとへ到着する。彼女は10時半に教会に到着する。教会のベンチにはゲストが少しずつ埋まっていく。 

    10時50分、アダムは祭壇の前に立っている。11時、オルガニストがメロディーを奏でる。新郎新婦とブライドメイドが入場する。そして観客が立ち上がる。新婦が入場する。彼女の父親は彼女を祭壇に連れて行く。バーバラは祭壇の前で未来の夫と合流する。観客は着席する。司祭が式を始める。 

    アダムとバーバラは夫と妻となる。オルガニストが「結婚行進曲」を演奏する。新婚夫婦が教会を後にする。ゲストが祝福する。 

    新婚夫婦とゲストがエスパス・デ・コロンブに到着したのは12時30分頃だった。客は座席表を見て座る。アダムとバーバラは結婚式のオープニング曲で踊る。オープニングの曲が2回目に流れる。ゲストは新郎新婦と一緒に踊る。 

    4時頃、新郎新婦がケーキをカットする。シャンパンのボトルを開ける。ゲストが拍手をする。アダムとバーバラはゲストのグループと一緒に写真を撮る。 

    17時半頃、新婦がブーケを投げる。アダムの叔母がブーケをキャッチする。ゲストは新婚夫婦に結婚祝いを渡す。パーティーは19時頃に終了する。ゲストはバーバラとアダムの幸せな結婚生活を祈っている。新婚夫婦はホテルの一室で結婚式の夜を過ごす。彼らは自分たちの生活の中で新しいステージを始める。 

    翌日、彼らは新婚旅行に出かける。二人はモーリシャスに飛ぶ。高級ホテルのブライダル・スイートルームを借りる。 

    バーバラはビーチで日焼けした。彼女は眠りにつく。アダムは海で泳ぐ。 

    新婚夫婦は別のカップルに出会う。ミシェルとジェシカである。ミシェルとジェシカも新婚旅行中だ。ジェシカはバーバラの同級生だ。2組のカップルは同じホテルに滞在している。マイケルとアダムは仲良くなる。ジェシカとバーバラは大学時代の思い出を語り合う。 

    夜になると、二人のカップルは一緒に食事をする。彼らは楽しい時間を過ごす。 
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    Adam et Barbara sont ensemble depuis six ans. Le jour de l’anniversaire de Barbara, Adam l’invite à dîner chez lui. A la fin du dîner, Adam lui demande sa main. Barbara et Adam se fiancent. Barbara annonce la nouvelle à sa famille. 

    Adam et Barbara préparent leur mariage. Ils fixent une date pour la cérémonie du mariage : ils choisissent le jour de l’anniversaire de leur première rencontre. Adam et Barbara calculent le budget du mariage. Ils veulent que tout soit parfait pour leur grand jour. 

    Adam et Barbara dressent la liste des préparatifs pour le mariage : 

    -          La robe de mariée 

    -          La coiffure et les accessoires de la mariée : la voile, les chaussures, le maquillage et les bijoux de la mariée 

    -          Le costume du marié 

    -          Les alliances 

    -          L’organisateur de mariage 

    -          Les témoins de la mariée et les témoins du marié 

    -          Les robes des demoiselles d’honneur 

    -          Les costumes des garçons d’honneur 

    -          La liste des invités 

    -          Les cartons d’invitation 

    -          Le transport 

    -          Le bouquet de la mariée et les fleurs 

    -          La cérémonie du mariage 

    -          La décoration de la chapelle 

    -          Le repas de mariage 

    -          Les boissons 

    -          Le gâteau de mariage 

    -          La figurine des mariés 

    -          La salle de réception 

    -          La décoration de la salle 

    -          Le plan de table 

    -          L’orchestre et le disc-jockey pour l’animation 

    -          La chanson d’ouverture 

    -          La danse d’ouverture 

    -          Le photographe et le cameraman 

    Adam et Barbara commencent les préparatifs avant le mariage. Barbara engage Suzie comme organisatrice de mariage. 

    Une couturière confectionne la robe de mariée de Barbara. La couturière s’appelle Brooke. Barbara lui montre le modèle de la robe. 

    Adam demande à son cousin Richard d’être son témoin. Les garçons d’honneur sont le petit frère et le petit cousin d’Adam. Les demoiselles d’honneur sont les deux petites sœurs de Barbara. Adeline - la tante de Barbara - est son témoin de mariage. 

    Barbara rédige le texte d’invitation pour le mariage : 

    « Adam et Barbara sont heureux de vous inviter à leur cérémonie de mariage, le samedi 21 février 2009 à 11 heures à la chapelle Saint-Jean. Nous avons le plaisir de vous convier au déjeuner à l’Espace des Colombes après la cérémonie. 

    Merci de confirmer votre présence avant le 15 février. » 

    Barbara donne le texte à Suzie. Suzie fait imprimer les faire-part de mariage. Suzie écrit les noms des invités sur les cartons d’invitation. Barbara envoie les invitations aux convives. 

    Adam et Barbara prennent des cours de danse pour leur mariage. 

    Le jour de son mariage, Barbara se réveille à six heures du matin. Elle prend un bon bain. La maquilleuse et la coiffeuse arrivent chez elle. 

    Barbara sort de son bain et se sèche. Elle se prépare. Elle met sa robe blanche. La maquilleuse commence à la maquiller. La coiffeuse arrange ses cheveux. Barbara met son collier et ses boucles d’oreilles. A neuf heures, Barbara est prête. Le photographe prend des photos de la belle mariée. La voiture de la mariée passe prendre Barbara à neuf heures trente minutes. Elle arrive à l’église à dix heures trente minutes. Les invités remplissent les bancs de l’église petit à petit. 

    A dix heures cinquante minutes, Adam est debout devant l’autel. A onze heures, l’organiste joue une mélodie. Les garçons d’honneur et les demoiselles d’honneur font leur entrée. Puis l’assistance se lève. La mariée fait son entrée. Son père l’accompagne vers l’autel. Barbara rejoint son futur mari devant l’autel. L’assistance se rassoit. Le prêtre commence la cérémonie. 

    Adam et Barbara sont désormais mari et femme. L’organiste joue la marche nuptiale. Les nouveaux mariés sortent de l’église. Les invités les félicitent. 

    Les jeunes mariés et les invités arrivent à l’Espace des Colombes vers douze heures trente minutes. Les invités regardent le plan de table et s’assoient. Adam et Barbara dansent sur la chanson d’ouverture de leur mariage. La chanson d’ouverture est jouée une deuxième fois. Les invités dansent avec les mariés. 

    Vers seize heures, les mariés coupent le gâteau. On ouvre une bouteille de champagne. Les invités applaudissent. Adam et Barbara prennent des photos avec les groupes d’invités. 

    Vers dix-sept heures trente minutes, la mariée lance le bouquet. Une tante d’Adam attrape le bouquet. Les invités donnent les cadeaux de mariage aux jeunes mariés. La fête se termine vers dix-neuf heures. Les convives souhaitent une bonne et heureuse vie maritale à Barbara et à Adam. Les jeunes mariés passent leur nuit de noces dans une chambre d’hôtel. Ils commencent une nouvelle étape de leur vie. 

    Le lendemain, ils partent en lune de miel. Ils prennent l’avion pour l’île Maurice. Ils louent la suite nuptiale d’un hôtel de luxe. 

    Barbara se bronze sur la plage. Elle s’endort. Adam se baigne dans la mer. 

    Les jeunes mariés rencontrent un autre couple : Michel et Jessica. Michel et Jessica sont aussi en lune de miel. Jessica est une ancienne camarade de classe de Barbara. Les deux couples logent dans le même hôtel. Michel et Adam font connaissance. Jessica et Barbara se racontent des souvenirs du collège. 

    Le soir, les deux couples dînent ensemble. Ils passent une bonne soirée. 
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    ジュディのフランス語の先生は若い女の子の詳細を教える。この少女は海外に住んでいる。名前はファビエンヌ。ジュディは彼女に最初の手紙を送る： 

    「2002年1月14日、マルセイユ 

    こんにちは、ファビエンヌ。 

    ジュディと申します。私はあなたに文通したいと思います。私は18歳の女です。フランスに住んでいます。ぜひお会いしたいです。 

    ジュディ・ラルーシュ」 

    数日後、ジュディはファビエンヌから返事をもらった。 

    「　2002年1月22日、アンタナナリボ 

    こんにちは、ジュディ。 

    お手紙を受け取りました。知り合えたことをとても嬉しく思います。そして、あなたの文通人になれたことを嬉しく思います。新しい年が良い年になりますように。自己紹介させてください、私の名前はファビエンヌといい、19歳です。私は芸術学部の一年生です。大学では英語を勉強しています。次回はもっと長い手紙を書きます。授業に行かなければなりません。 

    あなたの返事を読むのを楽しみにしています。 

    ファビエンヌ、あなたの新しいお友達より」 

    「2002年2月1日、マルセイユ 

    こんにちは、ファビエンヌ。 

    あなたのお手紙は、私を笑顔にしてくれます。ありがとうございます。あなたは素敵な女性のようですね。自己紹介させてください。ご存知のように、私の名前はジュディです。高校の1年生です。　両親と暮らしています。　私には兄がいます。彼の名前はデニスといい、私たちはとても仲良しです。デニスは去年高校を卒業しました。彼がどの分野の勉強をするかは知りません。今は料理教室に通っています。彼は才能があります。デニスは料理が得意です。一緒に料理を作るのが好きです。家で食事の準備をするのは兄です。私も手伝っています。あなたには兄弟はいますか？仲がいいですか？ 

    良い一日をお過ごしください。 

    ジュディ」 

    「2002年2月11日、アンタナナリボ　 

    ジュディ！ 

    はい、私には弟がいます。彼の名前はネイサン。8歳で小学生です。サッカーが大好きです。少し手に負えません。ネイサンとはあまり一緒にいません。ご存知の通り、私たちは11歳も離れています。でも彼のことが好きです。両親が留守の時は私が世話をします。あなたはお兄さんをとても愛しているのですね。　お兄さんのことをよく話しています。　私はあなたとあなたのお兄さんの関係が好きです。それに、お兄さんは家族のために料理をするのが好きなのですね。あなたの情熱の対象は何ですか？あなたのことをもう少し教えてください。 

    ファビエンヌ」 

    「2002年2月16日、マルセイユ 

    こんにちは、ファビエンヌ。 

    私の情熱？私にはまだわかりません...　今のところ、私の目標は高校を卒業することです。ご存知のように、私は中学で1回、高校で1回留年をしました。私は勉強をおろそかにしていません。勉強で成功するにはただ頑張らないといけないのです。またね。　家に着いたのは18時です。もう寝ます。気分が優れません。インフルエンザにかかりました。明日、母が医者に連れて行ってくれます。幸いなことに、今日は金曜日です。休むことができます。 

    ジュディ」 

    「2002年2月25日、アンタナナリボ 

    こんにちは、ジュディ。 

    早く元気になるといいですね。2月25日になりました。前回の手紙から、治っているといいですね。幸運を祈ってね。今、試験の準備をしています。 

    またね。 

    ファビエンヌ」 

      

      

    「2002年3月1日、パリ 

    こんにちは、ファビエンヌ 

    はい、もう治りました。休暇ですね。パリの街からお手紙を書いています。私はいとこのメラニーを訪ねています。彼女はパリに住んでいます。アパートを借りています。彼女はあなたと同じように英語を勉強しています。3月7日にマルセイユに戻ります。休暇中の宿題がまだたくさんあります。試験に向けて頑張ってください。 

    ジュディ」 

    「2002年4月15日、マルセイユ 

    こんにちは、ファビエンヌ。 

    あなたが手紙を書いてくれてから久しいですね。お元気でいらっしゃるといいですね。あなたのことを聞きたくてこの手紙を送っています。 

    ジュディ」 

    「2002年4月23日、アンタナナリボ　 

    こんにちは、ジュディ。 

    長い間変異をしなくてごめんなさい。最近は、書く気分ではありませんでした。不幸な出来事が起こりました。父の兄が亡くなりました。大好きなおじさんでした。私はその葬儀で大忙しでした。それと同時に試験も受けました。いずれにしても、お手紙をくれたことに感謝しています。私のことを心配してくれてありがとう。心が温かくなります。本当のお友達ですね。元気でいることを願っています。 

    ハグ、 

    ファビエンヌ」 

      

    「2002年4月27日、マルセイユ　 

    親愛なるファビエンヌへ。 

    あなたとあなたの家族に謹んでお悔やみ申し上げます。私は明日数学の試験があります。復習をしています。デニスはいません。彼がいなくて寂しいです。家は少し静かです。試験には合格しましたか？ 

    またね！ 

    ジュディ」 

      

    「2002年5月1日、アンタナナリボ　 

    親愛なるジュディへ。 

    今日は労働者の日です。この休日を利用してお手紙を書かせていただきます。試験に合格して　卒業証書を手に入れました。両親はとても喜んでいます。あなたの誕生日はいつですか？私の誕生日は9月6日です。この手紙に私の写真を添付します。 

    またね。 

    ファビエンヌ」 

                 　「2002年5月7日、マルセイユ　 

                 　こんにちは、ファビエンヌ。 

                 　写真のあなたは美しいですね。ドレスもブラウスもいいですね　。失礼しました。私の写真を送っていません。私は少し恥ずかしがり屋です。そして、私は写真映えしません。私の犬の写真を送っています。この子のことを話すのは初めてです。ラップ・ドッグです。彼の名前はコットンといいます。とっても甘えん坊です。9月6日生まれなんですね。手帳にこの日をメモしています。誕生日にプレゼントを買おうと思っています。好きな色は何色ですか？私の好きな色は紫です。私の誕生日は11月17日です。 

    ハグ、 

    ジュディ」 

      

                 　「2002年5月12日、アンタナナリボ 

      　こんにちは、ジュディさん！ 

                 　写真は送らなくても大丈夫です。コットンはとてもかわいい犬ですね。でも、私は犬と猫の毛にアレルギーがあります。好きな色は青色です。弟の面倒を見ようと思っています。彼が怪我をしたので。 

                 　またね！ 

                 　ファビエンヌ」 

                 　「2002年5月17日、マルセイユ 

                 　こんばんは、ファビエンヌ。 

                 　弟には気をつけるように言ってあげてください。彼が無事であることを祈っています。　ファビエンヌさん、メールアドレスはありますか？Eメールでのやりとりの方が便利ですよ。速いし。時間のロスが少なくて済みます。これが私のメールアドレスです：address:judy.dubois2002@monmail.com. 

                 　またね！ 

                 　ジュディ」 

                 　「2002年5月25日、アンタナナリボ 

                 　こんばんは、ジュディ。 

                 　メールアドレスを作りました。あなたの言う通りです。メールの方が実用的ですね。ところで、先ほどメールを送りました。私のメールアドレスはこのメールの中に入っています。 

                 　では、また！ 

     　ファビエンヌ」 
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      	  Je suis très contente de te rencontrer   

 
     

      
      	  私は芸術学部の一年生です 

 
      	  Je suis étudiante en première année à la faculté des lettres   

 
     

      
      	  大学では英語を専攻しています 

 
      	  J’étudie l’anglais à l’université   

 
     

      
      	  次回 

 
      	  La prochaine fois   

 
     

      
      	  私は授業に行かなければなりません 

 
      	  Je dois aller en cours   

 
     

      
      	  あなたの手紙は私を笑顔にしてくれます 

 
      	  Ta lettre me donne le sourire   

 
     

      
      	  あなたは素敵な女性のようですね 

 
      	  Tu as l’air d’une fille très sympathique   

 
     

      
      	  分野の勉強 

 
      	  Filière d’études   

 
     

      
      	  料理教室 

 
      	  Cours de cuisine   

 
     

      
      	  デニスは料理が得意です 

 
      	  Denis est un cordon bleu   

 
     

      
      	  彼は少し手に負えません 

 
      	  Il est un peu turbulent   

 
     

      
      	  ご存知の通り 

 
      	  Comme tu le vois   

 
     

      
      	  私たちは１１歳も離れています 

 
      	  Nous avons onze ans d’écart   

 
     

      
      	  彼のことが好きです 

 
      	  Je l’apprécie   

 
     

      
      	  彼の世話をします 

 
      	  Je m’occupe de lui   

 
     

      
      	  今のところ 

 
      	  Pour l’instant   

 
     

      
      	  目標 

 
      	  But   

 
     

      
      	  高校を卒業する 

 
      	  Finir le lycée   

 
     

      
      	  ただ…しないといけないのです 

 
      	  Je dois juste…   

 
     

      
      	  もう寝ます 

 
      	  Je vais aller me coucher   

 
     

      
      	  気分が優れません 

 
      	  Je ne me sens pas bien   

 
     

      
      	  インフルエンザにかかりました 

 
      	  J’ai la grippe   

 
     

      
      	  明日、母が病院に連れて行ってくれます 

 
      	  Ma mère m’emmène chez le médecin demain   

 
     

      
      	  幸いなことに 

 
      	  Heureusement   

 
     

      
      	  休むことができます 

 
      	  Je peux me reposer    

 
     

      
      	  早く元気になるといいですね 

 
      	  Je te souhaite un bon rétablissement   

 
     

      
      	  幸運を祈ってね 

 
      	  Souhaite  moi bonne chance   

 
     

      
      	  アパートを借りています 

 
      	  Elle loue un appartement   

 
     

      
      	  あなたのことを聞きたくて 

 
      	  Demander de tes nouvelles   

 
     

      
      	  死にました 

 
      	  Décédé   

 
     

      
      	  葬儀 

 
      	  Obsèques   

 
     

      
      	  …する気分ではありません 

 
      	  Je n’ai pas la tête à…   

 
     

      
      	  私のことを心配してくれてありがとう 

 
      	  Merci de t’inquiéter pour moi   

 
     

      
      	  心が温かくなります 

 
      	  Cela me fait chaud au cœur   

 
     

      
      	  私は明日数学の試験があります 

 
      	  J’ai un contrôle de mathématiques demain   

 
     

      
      	  彼がいなくて寂しいです 

 
      	  Il me manque   

 
     

      
      	  労働者の日 

 
      	  Fête du travail   

 
     

      
      	  休日 

 
      	  Jour férié  

 
     

      
      	  この手紙に私の写真を添付します 

 
      	  Je joins une photo de moi à cette lettre   

 
     

      
      	  美しい 

 
      	  Ravissante   

 
     

      
      	  ドレス 

 
      	  Jupe   

 
     

      
      	  ブラウス 

 
      	  Chemisier   

 
     

      
      	  恥ずかしがり屋 

 
      	  Timide   

 
     

      
      	  ラップ・ドッグ 

 
      	  Chien de salon   

 
     

      
      	  甘えん坊 

 
      	  Doux   

 
     

      
      	  手帳 

 
      	  Agenda   

 
     

      
      	  大丈夫です 

 
      	  Ce n’est pas grave   

 
     

      
      	  可愛い 

 
      	  Mignon   

 
     

      
      	  猫の毛 

 
      	  Poils de chat   

 
     

      
      	  彼は怪我をしました 

 
      	  Il s’est blessé   

 
     

      
      	  気をつける 

 
      	  Faire attention   

 
     

      
      	  彼が無事であることを祈っています 

 
      	  J’espère qu’il va bien   

 
     

      
      	  速い 

 
      	  Rapide   

 
     

      
      	  あなたの言う通りです 

 
      	  Tu as raison   

 
     

      
      	  ところで 

 
      	  D’ailleurs   

 
     

    
   

      

    




 

    [bookmark: _Toc521350558][bookmark: _Toc521351844][bookmark: _Toc46646276]Histoire 8 : Correspondantes 

      

    Le professeur de français de Judy lui donne les coordonnées d’une jeune fille. Cette jeune fille habite à l’étranger. Elle s’appelle Fabienne. Judy lui envoie une première lettre : 

    « Marseille, le 14 janvier 2002 

     Bonjour Fabienne, 

    Je m’appelle Judy. J’aimerais bien correspondre avec toi. Je suis une jeune fille de dix-huit ans. J’habite en France. Je souhaiterais faire ta connaissance. 

    Judy Laroche. » 

    Quelques jours plus tard, Judy reçoit une réponse de Fabienne. 

    « Tananarive, le 22 janvier 2002 

    Bonjour Judy, 

    J’ai bien reçu ta lettre. Je suis très contente de te rencontrer. Et je suis ravie d’être ta correspondante. Je te souhaite une bonne et heureuse année. Je me présente, je m’appelle Fabienne et j’ai dix-neuf ans. Je suis étudiante en première année à la faculté des lettres. J’étudie l’anglais à l’université. La prochaine fois, j’écrirai une lettre plus longue. Je dois aller en cours. 

    Dans l’attente de te lire, 

    Fabienne, ta nouvelle amie. » 

    « Marseille, le 1er février 2002 

    Bonjour Fabienne, 

    Ta lettre me donne le sourire. Je te remercie. Tu as l’air d’une fille très sympathique. Je me présente à mon tour. Comme tu le sais, je m’appelle Judy. Je suis en classe de première au lycée. Et j’habite chez mes parents. J’ai un grand frère. Il s’appelle Denis et nous sommes très proches. Denis a terminé le lycée l’année dernière. Je ne sais pas quelle filière d’études il va choisir. En ce moment, il suit des cours de cuisine. Il est doué. Denis est un cordon bleu. Nous aimons cuisiner des plats ensemble. C’est mon frère qui prépare le repas à la maison. Et moi, je l’aide. Et toi, as-tu des frères et sœurs ? Es-tu proche d’eux ? 

    Bonne journée,  

    Judy. » 

    « Tananarive, le 11 février 2002 

    Salut Judy ! 

    Oui, j’ai un petit frère. Il s’appelle Nathan. Il a huit ans et il est à l’école primaire. Il adore le football. Il est un peu turbulent. Je ne passe pas beaucoup de temps avec Nathan. Comme tu le vois, nous avons onze ans d’écart. Mais je l’apprécie. Je m’occupe de lui lorsque les parents sont absents. Tu aimes beaucoup ton frère. Tu parles beaucoup de lui. J’aime bien ta relation avec ton frère. En plus, il aime cuisiner pour sa famille. Et toi, quelle est ta passion ? Parle-moi un peu plus de toi. 

    Fabienne. » 

    « Marseille, le 16 février 2002 

    Salut Fabienne, 

    Ma passion ? Je ne sais pas... Pour l’instant, mon but est de finir le lycée. Tu sais, j’ai redoublé une fois au collège, et une fois au lycée. Je ne néglige pas mes études. Je dois juste travailler dur pour réussir mes études.  

    Je te dis à bientôt. Il est dix-huit heures chez nous. Je vais aller me coucher. Je ne me sens pas bien. J’ai la grippe. Ma mère m’emmène chez le médecin demain. Heureusement, on est vendredi. Je peux me reposer. 

    Judy. » 

    « Tananarive, le 25 février 2002 

    Bonjour Judy, 

    Je te souhaite un bon rétablissement. On est le 25 février. J’espère que depuis la dernière lettre, tu es guérie. Souhaite-moi bonne chance. Je prépare des examens en ce moment. 

    A bientôt, 

    Fabienne. » 

    « Paris, le 1er mars 2002 

    Salut Fabienne, 

    Oui, je suis déjà guérie. C’est les vacances. Je t’écris de la ville de Paris. Je rends visite à ma cousine Mélanie. Elle habite à Paris. Elle loue un appartement. Et elle étudiante en anglais, comme toi. Je rentre à Marseille le 7 mars. J’ai encore beaucoup de devoirs de vacances à terminer pour la rentrée. Bonne chance pour tes examens ! 

    Judy. » 

    « Marseille, le 15 avril 2002 

    Bonjour Fabienne, 

    Cela fait un moment que tu n’as pas écrit. J’espère que tu vas bien. Je t’envoie cette lettre pour demander de tes nouvelles. 

    Judy. » 

    « Tananarive, ce 23 avril 2002  

    Bonjour Judy, 

    Je suis désolée pour ce silence prolongé. Ces derniers temps, je n’ai pas la tête à écrire. Un malheureux évènement s’est produit. Le frère aîné de mon père est décédé. C’était mon oncle préféré. J’ai été très occupée par les obsèques. En même temps, j’ai aussi passé des examens. En tout cas, je te remercie pour ta lettre. Merci de t’inquiéter pour moi. Cela me fait chaud au cœur. Tu es vraiment une amie. J’espère que tu vas bien. 

    Bises, 

    Fabienne. » 

    « Marseille, ce 27 avril 2002 

    Chère Fabienne, 

    Je vous adresse mes sincères condoléances, à toi et à ta famille. J’ai un contrôle de mathématiques demain. Je suis en train de réviser. Denis est absent. Il me manque. La maison est un peu silencieuse. As-tu réussi tes examens ? 

    A bientôt ! 

    Judy. » 

    « Tananarive, ce 1er mai 2002 

    Chère Judy, 

    C’est la fête du travail aujourd’hui. Je profite de ce jour férié pour t’écrire. J’ai réussi mes examens. J’ai eu mon diplôme. Mes parents sont très contents. Quelle est ta date d’anniversaire ? Ma date d’anniversaire est le 6 septembre. Je joins une photo de moi à cette lettre. 

    A bientôt, 

    Fabienne. » 

    « Marseille, ce 7 mai 2002 

    Bonjour Fabienne,  

    Tu es ravissante sur la photo. J’aime bien ta jupe et ton chemisier. Excuse-moi. Je ne t’envoie pas ma photo. Je suis un peu timide. Et je ne suis pas photogénique. Je t’envoie la photo de mon chien. C’est la première fois que je te parle de lui. C’est un chien de salon. Il s’appelle Coton. Il est très doux. Tu es née le 6 septembre ? Je note cette date dans mon agenda. Je vais acheter un cadeau pour toi le jour de ton anniversaire. Quelle est ta couleur préférée ? Ma couleur préférée est le violet. Ma date d’anniversaire est le 17 novembre. 

    Bises, 

    Judy. » 

    « Tananarive, ce 12 mai 2002 

    Salut Judy ! 

    Ce n’est pas grave si tu n’envoies pas ta photo. Coton est un chien très mignon. Mais je suis allergique aux poils de chien et aux poils de chat. Ma couleur préférée est le bleu. Je vais aller m’occuper de mon petit frère. Il s’est blessé. 

    A bientôt ! 

    Fabienne. » 

    « Marseille, ce 17 mai 2002 

    Bonsoir Fabienne, 

    Dis à ton petit frère de faire attention. J’espère qu’il va bien. As-tu une adresse mail, Fabienne ? C’est plus pratique de communiquer avec les courriers électroniques. C’est plus rapide. On perd moins de temps. Voici mon adresse mail : judy.dubois2002@monmail.com. 

    A bientôt ! 

    Judy. » 

    « Tananarive, ce 25 mai 2002 

    Bonsoir Judy, 

    Je viens de créer une adresse e-mail. Tu as raison. Les e-mails sont plus pratiques. D’ailleurs, je viens de t’envoyer un e-mail. Mon adresse e-mail est dans cet e-mail. 

    A bientôt ! 

    Fabienne. » 
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    シリル・デギモンドは有名な作家だ。彼は14冊の出版された小説の著者である。彼は世界中でよく知られている。シリルは主にファンタジー小説、探偵小説、スリラーを書いた。シリルは有名な作家です。彼は世界中で多くの本を販売している。シリルは14作目の小説を発表したばかりだ。 

      

    プレス編集者が電話で彼に連絡する。カリーヌは彼にインタビューをしたいと思っている。彼女は彼にインタビュー受けるように頼む。シリルは彼女と金曜日の午後に彼の家で約束をする。 

      

    金曜日の朝、カリーヌはインタビューの準備をする。彼女はボールペンとメモ帳を持っていく。彼女はシリル・デギモンドについて読むためにオンラインで検索する。彼女はシリルへの質問を書く。カリーヌの携帯電話が鳴る。彼女は電話をとる。 

      

    -           -　もしもし！ 

    -　こんにちは　カリーヌ、　クリスティンよ 

    -　こんにちはクリスティン！どうしたの？ 

    -　今週末、旅行に行こうよ。　荷造りして。3日間の旅だよ。　2時間後に迎えに行くから。 

    -　ごめんね...　行けないの。 

    -　でもどうして？金曜は仕事じゃないでしょ。 

    -　今日は大事な約束があるの。 

    -　デート？ 

    -　違うよ、クリスティン。　シリル・デギモンドにインタビューするの。 

    -　作家のシリル・デギモンド？あなたはラッキーね。デギモンドは好きな作家なの。彼の本は全部読んだわ。　今日、彼の新作を買うつもりよ。 

    -　サインをもらおうと思うの。あなたに。 

    -　ありがとう！ 

    -今日は仕事なの。でも明日の朝には出よう。 

    -　じゃあ、また明日ね。 

    -　良い一日を、クリスティン 

    - 　カリーヌも良い一日を！ 

      

    カリーヌは電話を置く。彼女は仕事を続ける。13時30分、カリーヌは出発の準備をする。ペン、ノート、ハンカチ、車の鍵、サングラス、携帯電話をバッグに入れた。 

      

    14時15分、カリーヌはシリルの家の玄関に到着。彼女はベルを押す。警備員が出迎えてくれる。彼は彼女の身元を尋ねる。カリーヌは自己紹介をし、彼女のバッジを見せる。警備員は彼女を家の中に招き入れる。彼は若い女性をリビングルームに連れて行く。彼は彼女を座らせる。そこへ警備員が来る。 

      

    10分後、シリル・デギモンドが部屋に入ってきた。カリーヌは立ち上がって挨拶する。シリルは立派な男だ。ひげを生やしていて、魅力的だ。眼鏡をかけている。 

    -　こんにちは、デギモンドさん。自己紹介させてください、カリーヌ・デュボアと申します。雑誌「フラワリー」で働いています。私はプレス編集者です。お会いできて嬉しいです。 

    -　こんにちは、デュボアさん。お会いできてとても光栄です。 

    -　カリーヌと呼んでください。 

    -　わかったよ、カリーヌ。ここは暑すぎる。　庭へ行きましょう。 

      

    庭にはテーブルと椅子、傘がある。カリーヌとシリルが座る。 

      

      

    -　シリル・デギモンドさん、あなたの家にお招きいただきありがとうございます。とても美しいヴィラですね。 

    -　ありがとう　、カリーヌ。インタビューを始めましょう。今日は忙しいんです。 

    -　承知しました。スマートフォンで会話を録音します。 

    -　あまり親密な質問は避けて下さい。私は私生活について話すのが好きではないので。 

    -　わかりました。それでは、シリル・デギモンドさん、最新の小説について教えてください。 

    -　これはエイリアンの物語です。彼は人間の姿をしています。老婆のような見た目をしています。彼は超能力を持っています。　彼は我々の星に到着します。そして彼は殺人事件の目撃者となります。警察官は彼と一緒に殺人事件の捜査をします。 

    -　興味深いですね。本のタイトルを教えていただけますか？ 

    -　「イリュージョン」です。 

    -　小説はどのくらいの期間で書くのですか？ 

    -　４ヶ月から２４ヶ月です。 

    -　シリル・デギモンさん、スポーツ選手のような体をしていますね。スポーツを？ 

    - 　いかにも、はい。 

    -　何のスポーツをされるのですか？ 

    -　ジョギングをします。 

    -　読書は好きですか？ 

    -　もちろん。 

    -　何を読むのがお好きですか？シリル・デギモンさん。 

    -　全部少しずつですね。　インスピレーションを得るのに役立っています。 

    -　読書、スポーツ、執筆以外のご趣味は？ 

    -　家族と過ごすのが好きです。兄や姪と釣りに行くのが好きです。 

    -　好きな作家は？ 

    -　好きな作家はスティーブン・キングとアガサ・クリスティです。 

    -　今、新しい小説を書いていますか？ 

    -　まだ書いていません。休暇を取るつもりです。 

    -　読者はあなたに質問があります。最も興味深い質問をします。 

    -　うん。　聞いてるよ。 

    -　スランプはありますか？ 

    -　私にも時々あります。 

    -　そんな時はどうしますか？ 

    -　休憩します。歩いたり。　姪とアイスクリームを食べます。　姪っ子とおしゃべりをします。田舎に行くでしょう・・・リラックスします。 

    -　ロマンスを書こうと思いますか？ 

    -　いいえ。 

    -　インタビューありがとうございます、シリル・デギモンドさん。 

    -　光栄です。来てくれてありがとう。　最新作をお持ちします。 

    -　ああ！ありがとうございます！ 

    シリルは微笑んだ。 

    -　シリル・デギモンドさん、クリスティンにサインをお願いできますか？ 

    -　はい、もちろんです。クリスティンは誰ですか？ 

    -　クリスティン・デュボアは私の姉です。　あなたの小説が大好きです。 

    シリルは本の最初のページに書く。カリーヌは彼に感謝し、家に帰る。 

      

    翌日、カリーヌは姉に本を差し出す。クリスティーヌは大喜び。二人は車で週末に出かける。 
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    Cyril Deguimond est un auteur renommé. Il a quatorze romans publiés à son actif. L’auteur est connu internationalement. Cyril écrit principalement des romans fantastiques, des romans policiers et des thrillers. Cyril est un écrivain célèbre. Il vend beaucoup de livres partout dans le monde. Cyril vient de sortir son quatorzième roman. 

      

     Une rédactrice de presse écrite le contacte par téléphone. Carine souhaite l’interviewer. Elle lui demande de lui accorder une entrevue. Cyril lui donne rendez-vous chez lui le vendredi après-midi. 

      

    Vendredi matin, Carine prépare l'interview. Elle prend un stylo à bille et un bloc-notes. Elle surfe sur Internet pour lire des informations sur Cyril Deguimond. Elle écrit les questions à poser à Cyril. Le téléphone portable de Carine sonne. Elle décroche le téléphone : 

      

    -          Allô ! 

    -          Allô Carine, c’est Christine. 

    -          Salut Christine ! Quoi de neuf ? 

    -          Nous partons en week-end. Prépare tes valises. Nous partons pour trois jours. Je passe te prendre dans deux heures. 

    -          Je suis désolée. Je ne peux pas partir. 

    -          Mais pourquoi ? Tu ne travailles pas le vendredi. 

    -          J’ai un rendez-vous important aujourd’hui. 

    -          Un rendez-vous galant ? 

    -          Non, Christine. J’interviewe Cyril Deguimond. 

    -          L’écrivain Cyril Deguimond ? Tu es une sacrée veinarde. Deguimond est mon auteur préféré. Je lis tous ses livres. Je vais acheter son nouveau roman aujourd’hui. 

    -          Je vais lui demander un autographe. Pour toi. 

    -          Merci ! 

    -          Je travaille aujourd’hui. Mais partons demain matin. 

    -          D’accord, je te dis à demain alors. 

    -          Passe une bonne journée Christine. 

    -          Bonne journée à toi aussi Carine ! 

     

    Carine raccroche le téléphone. Elle continue son travail. A treize heures trente minutes, Carine se prépare pour partir. Elle met son stylo, son bloc-notes, son mouchoir, ses clés de voiture, ses lunettes de soleil et son téléphone portable dans son sac. 

      

    A quatorze heures quinze minutes, Carine arrive devant le portail de la maison de Cyril. Elle appuie sur la sonnerie. Un agent de sécurité l’accueille. Il lui demande son identité. Carine se présente et montre son badge. L’agent de sécurité l’invite à entrer dans l’enceinte de la propriété. Il accompagne la jeune femme dans la salle de séjour. Il l’invite à s’asseoir sur une chaise. Puis l’agent de sécurité sort. 

      

    Dix minutes plus tard, Cyril Deguimond arrive dans la salle. Carine se lève pour le saluer. Cyril est un grand homme. Il a une barbe et il est charmant. Il porte des lunettes. 

    -          Bonjour monsieur Deguimond. Je me présente : je m’appelle Carine Dubois. Je travaille pour le magazine « Fleuris ». Je suis rédactrice de presse. Et je suis ravie de vous rencontrer. 

    -          Bonjour mademoiselle Dubois. Je suis enchanté de vous connaître. 

    -          Vous pouvez m’appeler Carine. 

    -          D’accord, Carine. Il fait trop chaud ici. Allons dans le jardin. 

      

    Il y a une table, des chaises et un parasol dans le jardin. Carine et Cyril s’assoient. 

      

    -          Monsieur Cyril Deguimond, merci de m’accueillir dans votre maison. Vous avez une très belle villa. 

    -          Merci Carine. Commençons l’entrevue. J'ai une journée assez chargée. 

    -          D’accord. J’enregistre notre conversation sur mon smartphone. 

    -          Evitez les questions trop intimes, s’il vous plaît. Je n’aime pas tellement parler de ma vie privée. 

    -          D’accord, je comprends. Alors Cyril Deguimond, parlez-nous de votre dernier roman. 

    -          C’est l’histoire d’un extraterrestre. Il a l’apparence d’un être humain. L'être vivant ressemble à une vieille femme. Il a des super pouvoirs. Il arrive sur notre planète. Puis il est le témoin d’un meurtre. Un policier enquête avec lui sur le meurtre. 

    -          C’est fascinant. Quel est le titre du livre ? 

    -          « Illusions ». 

    -          Combien de temps écrivez-vous un roman ? 

    -          Cela varie entre quatre et vingt-quatre mois. 

    -          Vous avez un corps d'athlète, Cyril Deguimond. Faites-vous du sport ? 

    -          En effet, oui. 

    -          Quel sport pratiquez-vous ? 

    -          Je fais du jogging. 

    -          Aimez-vous lire ? 

    -          Oui, bien sûr. 

    -          Qu’aimez-vous lire, Cyril Deguimond ? 

    -          Un peu de tout. Cela m’aide à avoir de l’inspiration. 

    -          A part la lecture, le sport et l'écriture, quels sont vos loisirs ? 

    -          J’aime passer du temps avec ma famille. J’aime aller à la pêche avec mon frère et ma nièce. 

    -          Qui sont vos auteurs préférés ? 

    -          Mes auteurs préférés sont Stephen King et Agatha Christie. 

    -          Ecrivez-vous un nouveau roman en ce moment ? 

    -          Pas encore. Je vais prendre des vacances. 

    -          Vos lecteurs ont des questions pour vous. Je vous pose les questions les plus intéressantes. 

    -          D’accord. Je vous écoute. 

    -          Avez-vous le syndrome de la page blanche ? 

    -          Cela m’arrive parfois. 

    -          Que faites-vous quand cela arrive ? 

    -          Je prends une pause. Je me promène. Je mange une glace avec ma nièce. Je bavarde avec ma nièce. Je vais à la campagne… Je me détends. 

    -          Pensez-vous écrire de la romance ? 

    -          Non. 

    -          Merci pour cette entrevue, Cyril Deguimond. 

    -          C’est un plaisir. Merci d'être venue. Je vous offre un exemplaire de mon dernier roman. 

    -          Oh ! Merci beaucoup monsieur ! 

      

    Cyril sourit.  

      

    -          Cyril Deguimond, pouvez-vous dédicacer le livre pour Christine, s’il vous plaît ?  

    -          Oui, bien sûr. Qui est Christine ? 

    -          Christine Dubois est ma grande sœur. Elle adore vos romans. 

      

    Cyril écrit sur la première page du livre. Carine le remercie et rentre chez elle. 

      

    Le lendemain, Carine offre le livre à sa sœur. Christine est folle de joie. Elles prennent la voiture et partent en week-end.  
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     ジョン：こんにちは！ 

    マーティン:　こんにちはジョン!　元気だった？ 

    ジョン：元気だよ、ありがとう。君はどう？ 

    マーティン:　元気だよ。 

    ジョン:　今夜は何をするの？ 

    マーティン：家にいるよ、どうして？ 

    ジョン：今夜はレストランに招待するよ、君と、オーガスティンとカルラ。 

    マーティン:　わかったよ。何をするんだい？ 

    ジョン：特別な知らせがあるんだ。 

    マーティン.　何の知らせ？ 

    ジョン:　我慢してくれ、今夜発表するから。 

    マーティン:　わかった！またな！ 

    ジョン:　今夜8時にレストラン　「フィード　」で。 

      

     ジョン：こんにちは！　カーラ！ 

    カーラ:　こんにちは、ジョン! 

    ジョン：どこにいるの？ 

    カーラ：仕事よ 

    ジョン：仕事は何時に終わるの？ 

    カーラ：6時くらい。どうして？ 

    ジョン:　今夜出かけない？ 

    カーラ:　いや、大丈夫。疲れてるから。今夜は家に帰って寝るわ。 

    ジョン:　いや、寝るわけないだろ。今夜はレストランに行くんだ。 

    カーラ:　あなたと私の二人で？ 

    ジョン：いや、オーガスティンとマーティンと4人だよ。 

    カーラ:　でも、今はあまりお金がないの。 

    ジョン:　心配しないで、僕が招待するからさ。 

    カーラ:　ありがとう。でも、ちょっと気が引けるわ。 

    ジョン：お願いだ、カーラ。大事な話があるんだよ。君と他の奴にも。 

    カーラ:　それっていい知らせ？ 

    ジョン：あぁ、とても良い知らせだよ。 

    カーラ:　興味をそそられたよ。じゃあ、今夜一緒にレストランに行くわ。 

    ジョン:　ありがとう、カーラ!　それでは今夜会おう！　20時にレストラン　「フィード　」で。遅れるなよ。 

      

    ジョン：こんにちは、オーガスティン。 

    オーガスティン：こんにちは、ジョン！ 

    ジョン：今夜は空いてる？ 

    オーガスティン：あぁ、金曜日だからね。今夜は外に出てゆっくりしたいんだ。 

    ジョン：わかった、19時15分に迎えに行くよ。8時にカーラとマーティンが僕たちをレストランで待ってるから。  

      

    カルラが帰宅したのは6時10分。シャワーを浴びて青いロングドレスを着る。レストランには19時50分に到着する。ジョン、オーガスティン、マーティンは5分後に到着。ジョンは受付へ向かう。 

      

    ジョン:　こんばんは、奥様！ 

    スージー.　こんばんは、どうされましたか？ 

    ジョン：夕食のテーブルをお願いできますか？ 

    スージー:　はい、もちろんです。ご予約はされていますか？ 

    ジョン：いいえ、予約はしていません。 

    スージー：数分後にお席をご用意できます。 

    ジョン:　ありがとうございます。 

    カーラ：窓際の席をお願いできますか？ 

    スージー.　もちろんです！ 

      

    7分後、ウェイターが4人の若者を呼ぶ。 

      

    ジミー：お席の準備ができました。こちらへどうぞ。 

      

    ジョン、カーラ、マーティン、オーガスティンはテーブルに座る。 

      

    ジミー：こんばんは、ご婦人方、紳士の皆さん。私の名前はジミーです。今夜のサーバーを担当します。 

      

    ジミーは若者たちにメニューを渡す。 

    ジミー：まずは何かお飲みになりますか？ 

    ジョン：はい、最高のシャンパンのボトルをお願いします。 

      

    ジミーがシャンパンのボトルを持ってくる。 

      

      

    マーティン：それで、ジョン。発表する素晴らしい知らせって何だい？ 

    ジョン：ちょっと楽しもうよ。当ててみろよ。 

    カーラ：結婚するんでしょ。 

    ジョン:　いいや。 

    カーラ:　子供ができるんでしょ。 

    ジョン:　いや。 

    マーティン:　海外で働くんだな。 

    ジョン:　違うぞ。 

    オーガスィン:　昇給するんだ。 

    ジョン:　違う。 

    カーラ:　神父になる。 

    ジョン:　いいや。 

    マーティン:　転職するんだ！ 

    カーラ:　そしてロックスターになるんだよ! 

    ジョン：いやいや。カーラ、君は面白いな。それに想像力が豊かだし。 

    オーガスティン：大金を相続したんだ! 

    ジョン：いや、惜しいよ、オーガスティン!　よし、教えてやろう。宝くじに当選したんだよ! 

    オーガスティン、マーティン、カーラ：ほんとに？ 

    ジョン：あぁ、ふざけてないよ。本当に宝くじに当選したんだ！ 

    マーティン：いくら当たったの？ 

    ジョン：それは自分だけに留めておくよ。でも、皆にはこのお金を楽しんで欲しい！ 

    カーラ：なんで、どうやって？ 

    ジョン：最高の友人だからだよ。良い時も悪い時も、君たちはいつも支えてくれる。2週間の休暇に一緒に行くんだ。費用は全部僕が出す。 

    マーティン　ジョン、本気か？ 

    ジョン：そうだよ！ 

    オーガスティン：でも、わかってると思うけど、そんなことしなくてもいいんだよ。 

    ジョン：でもしたいんだ。恥ずかしがらずに。真摯な友情に感謝したいんだ。お礼の品といっておくよ。 

    カーラ:　旅行を提供してくれてありがとう!　のった! 

    オーガスティン:　僕も。 

    ジョン:　マーティンは? 

    マーティン.　よし、参加するぞ！ 

    ジョン：親愛なる友よ、ありがとう！ 

      

    ジミーが彼らのテーブルにやってくる。 

    ジミー：ご注文はお決まりですか？ 

    カルラ：チキンスープをお願いします。 

    ジミー：あなたは？ 

    マーティン：私も同じものを。 

    オーガスティン：パスタサラダをお願いします。 

    ジミー：あなたは？ 

    ジョン：今日のおすすめは何ですか？ 

    ジミー：リゾットかチーズグラタンです。 

    ジョン：チーズグラタンをお願いします。 

    ジミー：そうですね。他に何かございますか？ 

    カーラ：はい、私はデザートにバナナズ・フォスターバナナをお願いします。 

    ジミー：あなたはデザートはいかがされますか。 

    ジョン：いえ、結構です。 

    オーガスティン：いえ、デザートはいただきません。 

    マーティン：私もです。 

      

    ジミーは立ち去る。15分後、彼は注文した料理を持って戻ってきた。 

    ジミー:　お召し上がりください!　他の料理を注文したいときは、遠慮なくお呼びください。 

      

    4人の若者はウェイターに礼を言い、食事を始める。食事中、オーガスティンが話す。 

      

    オーガスティン：友情に乾杯！ 

      

    その後、ジミーがカルラのデザートを持ってくる。その後、4人の友人たちは次の休暇について1時間ほど話し合う。ジョンが会計をお願いする。彼は会計を調整する。そして、彼は友人たちとレストランを後にする。ジョンはウェイターにチップを渡す。 

      

    オーガスティン：で、これからどこに行くの？ 

    カーラ:　とても疲れたわ。家に帰るわ。おやすみなさい！ 

    ジョン:　ありがとう!　カルラ、おやすみなさい! 

    マーティン:　僕も、家に帰るよ。明日は仕事だ。さようなら！ 

    ジョンとオーガスティン：おやすみマーティン！ 

    オーガスティン：残ったのは僕たちだけだよ、ジョン。今夜のプログラムは何だい？ 

    ジョン：最近公開された映画のDVDを持っているよ。家に帰って一緒に映画を見よう。 

    オーガスティン：いいよ！ 
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    John : Allô ! 

    Martin : Allô John ! Comment vas-tu ? 

    John : Je vais bien, merci. Et toi, comment vas-tu ? 

    Martin : Je vais bien. 

    John : Que fais-tu ce soir ? 

    Martin : Je reste chez moi, pourquoi ? 

    John : Je vous invite au restaurant ce soir, toi, Augustin et Carla. 

    Martin : D’accord. Qu’est-ce qui se passe ? 

    John : J’ai une grande nouvelle à vous annoncer. 

    Martin : Quelle est la nouvelle ? 

    John : Sois patient, je l’annonce ce soir. 

    Martin : D’accord ! 

    John : Au restaurant “Feed”, ce soir à vingt heures. 

    Martin : Ok ! A ce soir ! 

      

    John : Allô ! Salut Carla ! 

    Carla : Salut John ! 

    John : Où es-tu ? 

    Carla : Au travail. 

    John : A quelle heure finis-tu ton travail ? 

    Carla : Vers dix-huit heures. Pourquoi ? 

    John : Veux-tu sortir ce soir ? 

    Carla : Non, merci. Je suis fatiguée. Je rentre et je dors ce soir. 

    John : Non, tu ne vas pas dormir. Nous allons au restaurant ce soir. 

    Carla : Toi et moi ? 

    John : Non, nous sommes quatre, avec Augustin et Martin. 

    Carla : Mais je n’ai pas trop d’argent en ce moment. 

    John : Ne t’inquiète pas. C’est moi qui t’invite. 

    Carla : Je te remercie. Mais cela me gêne un peu. 

    John : S’il te plaît, Carla. J’ai quelque chose d’important à vous dire. A toi et les autres. 

    Carla : Est-ce une bonne nouvelle ? 

    John : Oui, c’est une très bonne nouvelle. 

    Carla : Tu m’intrigues. D’accord, je viens au restaurant avec vous ce soir. 

    John : Merci Carla ! A ce soir alors ! Au restaurant “Feed” à vingt heures. Ne sois pas en retard. 

      

    John : Allô Augustin ! 

    Augustin : Bonjour John !  

    John : Es-tu libre ce soir ? 

    Augustin : Oui, c’est vendredi. J’aimerais bien sortir ce soir pour me détendre. 

    John : D’accord. Je passe te prendre à dix-neuf heures quinze minutes. Carla et Martin nous attendent au restaurant à vingt heures. 

      

    Carla rentre à dix-huit heures cinq minutes. Elle prend une douche et met une robe longue bleue. Elle arrive au restaurant à dix-neuf heures cinquante minutes. John, Augustin et Martin arrivent cinq minutes plus tard. John se dirige vers l’accueil. 

      

    John : Bonsoir madame ! 

    Suzie : Bonsoir monsieur, que puis-je faire pour vous ? 

    John : Peut-on avoir une table pour dîner, s’il vous plaît ? 

    Suzie : Oui, bien sûr. Avez-vous réservé ? 

    John : Non, nous n’avons pas réservé. 

    Suzie : Votre table sera prête d’ici quelques minutes. 

    John : Merci, madame. 

    Carla : Pourrions-nous avoir une table près de la fenêtre, s’il vous plaît ? 

    Suzie : Bien sûr !  

      

    Sept minutes plus tard, un serveur appelle les quatre jeunes gens. 

      

    Jimmy : Votre table est prête. Si vous voulez bien me suivre. 

      

    John, Carla, Martin et Augustin s’installent à leur table. 

      

    Jimmy : Bonsoir mademoiselle, messieurs. Je m’appelle Jimmy. Je suis votre serveur pour ce soir. 

      

    Jimmy donne la carte des menus aux jeunes gens. 

    Jimmy : Voulez-vous un apéritif ? 

    John : Oui, nous voudrions une bouteille de votre meilleur champagne s’il vous plaît. 

      

    Jimmy apporte une bouteille de champagne. 

      

    Martin : Alors, John. Quelle est cette grande nouvelle que tu vas nous annoncer ? 

    John : Amusons-nous un peu. Je vous laisse deviner. 

    Carla : Tu vas te marier. 

    John : Non. 

    Carla : Tu vas avoir un enfant. 

    John : Non. 

    Martin : Tu vas travailler à l’étranger. 

    John : Non. 

    Augustin : Tu as eu une augmentation de salaire.  

    John : Non. 

    Carla : Tu vas devenir prêtre. 

    John : Non. 

    Martin : Tu changes de carrière ! 

    Carla : Et tu vas devenir une rock star ! 

    John : Non et non. Carla, tu es drôle. Et tu as beaucoup d’imagination. 

    Augustin : Tu as hérité d’une grosse fortune ! 

    John : Non, mais c’est presque ça, Augustin ! Bon, je vais vous le dire. J’ai gagné au loto ! 

    Augustin, Martin et Carla : Vraiment ? 

    John : Oui, je ne blague pas. J’ai vraiment gagné au loto ! 

    Martin : Combien as-tu gagné ? 

    John : Je garde cette information pour moi. Mais vous allez tous profiter de cet argent ! 

    Carla : Pourquoi et comment ? 

    John : Parce que vous êtes mes meilleurs amis. Vous êtes toujours là pour me soutenir dans les bons et mauvais moments. Nous allons partir en vacances ensemble pour deux semaines. Je prends en charge toutes les dépenses. 

    Martin : Es-tu sérieux, John ? 

    John : Oui ! 

    Augustin : Mais tu sais, tu n’es pas obligé de faire cela. 

    John : Mais j’en ai envie. Ne soyez pas gênés. J’aimerais vous remercier pour votre amitié sincère. Prenez cela comme un cadeau de remerciement. 

    Carla : Merci à toi de nous offrir ce voyage ! Je suis partante ! 

    Augustin : Moi aussi. 

    John : Et toi, Martin ? 

    Martin : D’accord, je suis partant ! 

    John : Merci mes chers amis ! 

      

    Jimmy s’approche de leur table. 

    Jimmy : Est-ce que vous avez choisi ? 

    Carla : Je voudrais une soupe de poulet, s’il vous plaît. 

    Jimmy : Et vous, messieurs ? 

    Martin : Je prendrais le même. 

    Augustin : Je voudrais une salade de pâtes, s’il vous plaît. 

    Jimmy : Et vous, monsieur ? 

    John : Quel sont les plats du jour ? 

    Jimmy : Risotto ou gratin au fromage. 

    John : Je voudrais un gratin au fromage, s’il vous plaît. 

    Jimmy : Bien, monsieur. Voulez-vous autre chose ? 

    Carla : Oui, je prendrais une banane flambée pour le dessert, s’il vous plaît. 

    Jimmy : Et vous, messieurs, prendrez-vous un dessert ? 

    John : Non, merci. 

    Augustin : Non, je ne prendrais pas de dessert. 

    Martin : Moi non plus. 

      

    Jimmy s’éloigne. Quinze minutes plus tard, il revient avec les plats commandés. 

    Jimmy : Bon appétit ! Si vous voulez commander d’autres plats, n'hésitez pas à m’appeler. 

      

    Les quatre jeunes gens remercient le serveur et commencent à manger. Au cours du dîner, Augustin prend la parole. 

      

    Augustin : Levons nos verres à l’amitié ! 

      

    Plus tard, Jimmy apporte le dessert de Carla. Puis les quatre amis discutent de leurs prochaines vacances pendant une heure. John demande l’addition. Il règle l’addition. Puis il quitte le restaurant avec ses amis. John laisse un pourboire généreux au serveur. 

      

    Augustin : Alors, où allons-nous maintenant ? 

    Carla : Je suis à bout de forces. Je vais rentrer chez moi. Bonne soirée les garçons ! 

    John : Merci ! Bonne nuit Carla ! 

    Martin : Moi aussi, je vais rentrer chez moi. Je travaille demain. Au revoir ! 

    John et Augustin : Bonne nuit Martin ! 

    Augustin : Maintenant, il ne reste plus que nous deux, John. Quel est le programme ce soir ? 

    John : J’ai le DVD d’un film sorti récemment. Nous pouvons rentrer chez moi et regarder le film ensemble. 

    Augustin : D’accord ! 

      

    Augustin: Und wohin gehen wir jetzt? 

    Carla: Ich bin sehr müde. Ich werde nach Hause gehen. Gute Nacht, Jungs! 

    John: Vielen Dank! Gute Nacht, Carla! 

    Martin: Auch ich werde nach Hause gehen. Ich arbeite morgen. Auf Wiedersehen! 

    Johannes und Augustin: Gute Nacht Martin! 

    Augustin: Jetzt sind wir die einzigen, die noch übrig sind, John. Was steht heute Abend auf dem Programm? 

    John: Ich habe die DVD eines kürzlich veröffentlichten Films. Wir können nach Hause gehen und uns den Film gemeinsam ansehen. 

    Augustin: Okay! 
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